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1 治革
、、、

昭和

2 ・5 1 鹿児島県告示第 25号により，鹿児品県工業試験場大島分場として大島郡

名敵町に設立され，大島紬の染織及び図案に闘する指導業識を倒始e

鹿見島県告示第 407号により，大品分場は改組され，鹿児島県大島染織

指導所となる。

以地 (l，653rrのを得て，事務所及び工場 (866rrf)娃築

戦災により起物及び施設の一部を焼失し，業務は停止となる。

日本から行政が分離され，米国国務省告示をも。て，奄美辞島は北部南i&

諸島と呼ばれ，臨時北部南西諸島政庁がおかれ，験員もこれに吸収された。

ー崎停止中の染織指導所業務の一部を持悌した。

4. '1 1 
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4・20

2 ・2

2 5・ 7・ 1

2 6・ 5・ 1 米闘の補助でl日敷地に 866m'の事務所及び工場が縫設された。

2 8・12・25 奄主主群島の日本復帰に伴ない，鹿児瓦県大島染織指導所として復活

5日・ 11・11 む美む品復災事業により，新たに敷地 (33511，'うを腕入し.u臼和31年

5月31白耐究室 (388rriつ及びボイラ一室を緯築し，敷地総面積

1，9 8 8rrf.主主物面積延 1，25 4m'となーた。

3 0・12・ 9 県説刷協 98号で処濁細則が制定され，庶務，機織，図案，染色，化学，

阪料の 6係をおく。

34・ 5・31 附和 30年度から昭和 33年度までに各種試民俄器具員を!ii':偏した 〈特に

3 3年度においては恒温ie:磁装置を設備した } 

35・ 5・31 名融市の部市計画により，庁舎の一部は移転し，敷地 1，861m2，建物

3 7・ 7・

1，2 5 4m'となーた。

ぬ織図案研究室主任と染色化学研究室主任が発令された。

庁舎改築のため. I日庁舎国有建物木造 2階難事務所ほか 5件(計86佃古

を返還した。

庁舎新築工事完成，

中小企業技術指準貨補助金により椴器の整摘をなす。

3 7・7・ q

38・ 6・30 

42・ 2
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2 敷地 及び建物

( 1)敷地1，861.4'8m'

( 2) 緯 物 1，545，27rrf 

3 品E 織

f 

区 分 主 事 技 師 技 師 補

所 長 1 ー
a 

総 務 談 4 ー

乾轍凶~酎r究室 1 0 

染色化学研究室 5 2 

計 4 1 6 2 

4 会計

( 1)歳 ， }に

科 自 予 算 額 調定額 収入済額

使用料及び手数料 842，000 911，358 9 11，358 

財産 収 入 7日5，0日日 1，053，7日日 )，053，7目。
諸 収 入 88 88 

合 計 1，547，日日日 1，965，145 1，965，145， 

/ -3-

〆

ボイラー技士 計

1 

4 

1 0 

1 自

23 

事算に対す議 備 考

69，358 

348，700 

88 

418，146 



(埼歳 出

科 自 予

随 工 量司

こ[ 鉱 業 貨

エ鉱業総務質

給 料

職員手当

共 曹主 貸

旅 官員

中小 企 業振興封

旅 主主

工業試駿場貨

報 6証 E主

旅 主主

筒 用 量主

役 務 主基

使用料及糊桝

原材料貸

術品購入賞

負担 金 補 助
及び交付金

算 額 決

33，733，264 

33，733，264 

30，010，201 

17，233，815 

10.617，435 

2，158，951 

384，598 

384，598 

3，338，465 

3.74，000 

5 86，日日日

1，5 1 1，0 0口

208，000 

3，46 5 

2 2 7，0日日

4 1 9，日日日

1札口口口
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算 敏

3 3， 7 3 3， 2 6 4 

3 3， 7 3 3， 2 6 4 

3 0，0 1凪2日1

17，233，815 

10，617，435 

2，158，951 

384，598 

384，598 

3，338，465 

374，00日

586，00日

1，5 1 1，0 0 0 

2日8，000

3，465 

227，日日日

419，00.0 

1.0，0 0 0 
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5業務 の概要

大島紬生産は，毎年順調に伸び，昭和 44年度は 625千反余の出荷高をあげ，本県産業経済

上に依然として確固たる地位を占めている。

大島紬は高級普尺物であり，そのほとんどが小編物という単一製品であることから，その需要

は国民経済，最気の好・不況に左右される面が大きい。

よって，紬産業の現在の好況を維持発展させるために，加工法の改善・合理化によって既存製

品の品質向上をはかるとともに，製品の多様化 のための研究開発を進めて，業界の安定的発展

向上をはか。てし1る。

秘して，紬製造業は，小資本で経営できるので，家内工業的な零細企業が多く，最近の好況に

刺激されて，新規業者の急増と産地広域fじぷ目立つようになった。

反面 労働力不足・就業者の老令化は， ζれら紬製造業の発展を組む要因となりているので，

当所主しては，巡回技術指導・講習会朗催等によって，業界指導を強化するとともに後紘の中堅

技能者を養成(伝習生養成)する事業も継続して実脆している。

本年は既存製品の品質改善による製品の向上，新製品開発をはかるための加工技術の研究等を

行ない，新規約織物製品の多様化をはかる試験を行なった。

新色図案K関する試験研究

1 目 的

主任研究員 長田宮ー

研究員貞 武 彦

流行の移り変りの激しい織物界において，あらゆる織会を利用して，古い伝統をもっ緋織物

のなかに，ざん新な感覚の流行をとり入れ，民芸的な優雅さと，近代的感覚の調和をはかるよ

う，餅幽案についての研究に基づいて，実用化ならびに加工技術の指導につとめる。

2 試験概要

従来の大島紬の凶案は，白地の方眼紙に構図をとり，イシクで符点J.."餅の色彩平色は，色

鉛筆で配色表現する加工法で行なっているが，製品の配色効果，模様の価値評価が難かしし、の

で，とれが改善法として，色凶案について試作加工した。

2-1 地色の基調色の研究

2-2 地色と方眼線とθ調和色の研究

2-3 各種地色と色緋の色彩説和についての研究

2-4 色緋図案の調製試作加工

-5-
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ヨ結 果

試作加工した色凶案について業界に指導した結果，その効果が十分認識されたので今後加工

法の改善について継続して研究したい。

新規事井蹴鞠;意匠K闘する研究

1.目的

主任研究員長田宮三

研究員貞 武 彦

従来の着尺斤]紛附主主のほかに帯1組織物産匠について研究し，その応尉 実加化による製品の

多線化ならびに両級化をはかる。

2. 試験概要

2-1 裾桜椋ぼかし謝主主匠i謝案の調製試作加工

2-2 広幅緋服地用怠匠協案の掬製試作加工

2-3 ネクタイ用緋悩案の調製試作
九"

3. 給一 果

( 1) 新規緋織物凶案については，良好な結果を得たので業界に公表指却した。

(勾ネクタイ舟緋凶策については，加工技術白指導に供して業界製品の高級化が期待される。

絹糸のt言語白線bと増白練bによる糸質について

研究員杉山隆徳

1.目的

現在使用されている大島紬の原料糸は，説白繰りと増白練りがなされているので，これらの

粉糠試験を行な，て糸質の相遂について絢べ，精練工程の遍正化と以料糸質の向上をはかる。

2 試験概要

蚕品積長年X研白(昭和 43年 10月議知名町産〕の住才、を使用して 25中の 4本合糸

とL，今村式Pング撚糸織で経糸は 273T/m 緯糸は 83T/mに加燃した。

漂白剤jと増白剤を使。て次の試駿を行な，た。

-6-
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2-1 精練試験

玄九¥芝空 白色再j ハイドロ続仁
同上

ハイドロ ミクホワー
りミケ5ホ0主ロ主ーilli嘱効i上日j品添r加 り30分官樹首日 事u古ij払加 品u前添JJrJ

4 4 4 4 ~ 4 

マノレセル石ItM%) B B 自 B 8 8 

給品炭酸:/-;9'('冊) 2 2 2 2 2 .2 

J、ィ ド ロ{効 1 2 2 

ミうrホワ-ws(!紛 0.0 5 0.05 

洛 比 1 : 30 1.: 30 1 : 3日 1 : 3 0 1 : 3 0 1 3日

書誌 度的 9 5士2 9 5土2 9 5士2 9 5土2 9 5士2 95:1:2 

時 問(時分〉 1-30 1-30 1-30 1-30 1-3.0 ユ二三工!

2-2 精練糸の染色試験

精錬糸の染色に及ばすZ起き主うを調べるため，キi/l/Y・プリアント・サイア

ニ >'G 0.1%搭染めを行な 9 た。

3.結果

( 1) 各試験糸とも毛羽立ちゃJ之長ネ4の発生はみられない。

(2)ハイドロサルファイト 1% 線上り 3日分布J添加糸は白色剤の無添加糸よりもやや白度が

あるようにしているが，あまり変らない。，

I司ハイドロ 2冊 紋上り 5日分前添加糸はハイドロ 1吾、線上り 3日分前添加糸より

も白皮がある。

ミケホヲー総前添加糸とは，制U担Eは変らないが自さの異なった光沢がある。

(4) "イードロ 2% 輯:前添加糸は1.5時間絞っても精練不十分で7分練りである。糸条が硬ー

く屈曲が多くて糸状ががさっき，主主糊をしたようにしている。色は白いが光沢がない。

大島紬の繰糸としては不適である。

(功 ミケホワ一線前添加糸は，ハイドロ添加練りや無添加糸とは異な。k白色であるが，光沢

があって軟らかく俊美な感じがする。

それ仁反して ミケホロ一線上り 30分前添加糸は練前添加糸よりも白叫まくて光沢か劣

り，やや粗硬な感じがする。

精鋭i法別試験結果は 表1-表6のとおりである。

注:(1) 強仲良=測定は松井式セ 9ナーターで測定した。(室温2口・". 6 5 % R • H) 

(2) 韓糸の鯨前仲度は単糸が切れ終るまでの数値を記して計算したので低下率が大き

くなョた。 J

I (3) 糸長の練縮は最多値を記した。

-7-
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(表 1) 白色剤無添加の精練糸

1/!llilI!ll: 試験制り 強 百「五一-E調融了
撚数 試 料 盟7.01問時 間明456日 快同線 d 同時総前線後縮長

1 1 7.0111.56122.21473.114560117.1 13.66叫 212四川 5.14

2 1 6.9511.701 24.5!436.1 13929 143.2 19.91121341200411.3016日91 1 1 ¥ 
2731 3 1 7.3511.7 512 3.8147'，414552119.2 14.05120.18119.4410.7 413.6 7 

T一:~~ 1 4 1 7.7 511.8 0 i 23.21528814950 133.8 16.3 912166羽田口.7813.6口

1合~W\Ð't\;1 517:65k7~!2 ー一一一一一一
6 18.3511守口 Z 一一一一一一一

6⑮~ 1 1 7 17.6511.67121.81 - 1 - 1-' ー一一一ー 回回

1 1 8.2 4475 193.8 17.33 22印 1772 4.78 2124 

2 1 8.3 4188 11032 1977 2152 17，相 4.04 1677 ‘ 

3 1 7.月 4429 11276 2237 2190 1658 5.32 2429 

4 1 8.5 r，61~ 197.7 17.48 225日 17Jl日 5.42 24骨ヲ

5 1 8.3 

6 1 9.1 

7 1.8.8 
日| 回 回

a叫 1924 22.11 1722 4.89 22.10 400 393 -7 

L

L

J

 

分前盗担金盤盤韮L

カ 伸度t ~守34t舗
哩 i時開練後 ソ由練前轍陣長

16341 21.101 22061--096吋 55

15.11 291121.46121自8叶0.421-196

41.91 79412108120.お口821 38日

44.417.94122221220810.1410631 1 l' ， ， ， 

23.5 7 日日 5 1.80 22.4 
回 回 回

℃ 平均 7.80 1.7 7 22.6 5339 499.4 47.0 878 21.47 2158 -0.11 -208 4日日 397 -3 
73 

1 7.50 1.80 24.0 4637 3947 69.0 1488 2308 18.42 466 20.19 

78% 2 ヱ75 1.7 7 22.8 5029 4651i 37.5 706 2296 19.14 382 1664 

(RH) 3 7.6日 1.65 21..7 495.4 4020 93.4 1885 226日 1684 576 25.49 
83 

4 λ51 1.76 23.4 484.4 4日8.4 76.0 1569 2320 ?回2 5.18 2233 
T糊'/m 5 8.35 2.05 24.6 

る 7.95 1.9日'23.9 

1 8.01 1.86 23.2 
回 回 回

平均 7，81 1.83 23.4 4866 417，β 69.日 14.12 2296 18.11 4日日 396 -4 

J 

-8-
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(表 3) ハイ .ロサノレフγイト 2%線上り 3日分前添加の粉紙糸

湿湿宣撚数 試料
試験 絞滅り 強 、 カ i {，申度 同t;t智dr融〕
糸 害防宅用練古1除f宅問屋号同号線開l線種主滅E害防接事陣前線後縮長

1 6.8日 1.65 124.~ |明記 1""∞ 06γ '.6lj. iγy。1 LU出 』司J必o -4.41 

2 7.28 1.78 24.5 4730 4286 44A 9.39 2156 2132 日24 1111 

3 7.65 1.75 22.9 5476 5115 36.1 ι.59 2264 2186 078 3A5 
273 

4 λ45 1.85 24.8 5609 509.3 51.6 9.2日 2284 2198 086 377 
24.5 T/m 

(在的 5 7.80 1.85 23.7 

25.5 6 8日日 1.90 23.8 

℃ 7 8.22 1，97 23.7 間 恒 回
も守? 陣均 7.60、1.82 24.0 5162 4739 42.3 8.21 2175 215日 025 日98400 397 -3 

1 7;52 1.7 7 23.5 5100 4688 41.2 8.08 2468 2052 4.16 1686 
:;7"ì~ 
(m事 2 7.55 1.7 0 22.5 510日 4388 71.2 1396 2464 19.6日 5D4 20A5 

5 7.45 1.70 '22.8 5061 4647 4 1.4 8.18 2438 19.且B 4田 18A6 

83 
4 7.35 1.75 23.8 4853 447.1 38.2 7.87 2436 1990 4A6 1831 

T/m 

緯糸〉
5 8.7 5 2.15 24.6 『

6 7.95 1.92 24.2 

7 8.25 1.95 23.6 日 回 回

平均 7.8311.85123.61502914549148019.5212制 19.98 454 1852 4日日 398 -2 

〔表 4) J、寸ドロすJνフT-1 .ど.，開削h)lIJJI..IV.)晴眼用

溜量買撚数s試料
試験 練減り 強 l 力 伸 度 l>i頃41智J音盤)
糸量 減量問 線前線後糊聯曙 続前線後協同院時 練前線後縮長

1 1日5 0.9 s' 13.5 465.1 4578 7.3 157 1γ'A6 印面1 M2 7却
¥ 

2 λ?口 1.1 0 13.9 5048 512J -7.3 -1a5 2日A62156 一11日-538 

5 7.50 1.05 14.0 5007 司自35 1 7.2 3a4 2054 21.11 -064 -312 

T2/7m5i 14 7.65 1.10 14.3 505A 494日 1 1.4 226 20M 20.1 032 157 

ノ
5 7.85 1.15 14.6 

F 餅今
8.03 1.口8 13.4 6 ー

3'1・ 7 8.15 1.15 1 4.1 ー 回
5?E 4 

回

平均 7.73 1.08 14.0 4956 48品P 7.2 1M 2022 2094 一司71-434 400 一色

73 

CRli 
t 7.75 1.25 16.1 481.1 4475 33.6 698 21A2 1670 472 2204 

2 8.35 1.35 16.2 489B 4675 22.3 455 2288 172日 5.68 2483 

5 8.12 1.31 16.9 4682 455A 12.8 273 229口 17.46 5A4 2376 
、 83

且15 1.40 17.2 4682 4515 16.7 357 2256 1752 5日42234 
T/m 

4 

掛争 5 日.30 1.3日 1 5.7 ー

6 且25 1.35 1 6.4 

7 8.90 1.4 5 16.3 回 明 回

平均 8.26 1.35 16.4 4768 45Q5 21.4 4A6 2244 1722 522 2324 400 395 -5 

一?ー



(表 5) ミケホワl-W自 0.05唖続前添加の精錬糸

融 !?likhl金融|1121y騨
273 5 7.1 5 11.6 01 2 2.4 519.4 489.9 29.5 568 2194 2126 068 3.10 

目I/m 4 7.70 1.70 22.1 4747 4571口17.7 373 2158 2208 一色50-232 

経紛 5 7.9自 1.83 22.9 

6 7.8日 1.80 23.1 一‘一23'、
7 7.75 1.73 23.3 

J2jロムーふJ;5143159Tl-R
24・c

草均 λ39 1.7 4 21-.9 4997 4735 26.2 
64 

1 7.50 1.80 24.0 5229 4447 78.2 1496 2396 18日日 5.16 2154 
78% 

2 7.70 1.72 21-.3 554日 4659 881 1590 2396 1836 56日 ? L/ム
RH~ 

83 1 3 7.70 1.7 5 22.7 48871 3946 94.1 1628 674 2928 

T_.I:姐 4 7.53 1.78 23.6 4880 1 4346 53.4 10941 2390 1806 584 2444 

体) 5 8.01 1. 9 1 23.8 

6 8.01 1.86 23.2 i 唱薗邑 1 ・・・ 1 ・'‘ E 圃薗・ 1 ・ーー

7 8.05 1.95 24.2 

7~.511主i三~副ふ12斗口?lsA-F|平均 7.79 1.82 23.4 513A 435日

(表 6) ミケホワーws 0.0 5唖線上り 30分前添加の梢続糸 、
也監撚数試料試験線織り 強 力 伸度 域ttjJJ言語

ヨ減量明総前線後崎明23絞後 A 

料日削叡後総長

1 1人1.4512引 485.514380 147.5 1 9.98 18.11-古川81-10口

2 7.7 0 1.55 20.1 5322 4724' 59.8 1124 1952 187 082 420 

273 
5 7.25 1.45 20.0 479.4 445.1 34.3 7.15 17.58 178 -022 -125 

4 日.日日 1.75 21.9 49日D4446 45.4 927 1B46 183 -0.16 ー-087
~/m ~ 

5 8.1 Ei 1.70 20.9 
磁1029'C 6 白日5 1.60 19.9 

6廿、， 7 8.10 1.60 19.8 
回

Z?E 7 
回

72% 平均 7.7 8 1.59 20.4 4968 45即 46.8 936 1837 182 065 108 400 -3 

(RH) 7.15 1.55 21.7 460.4 428日32.4 7D4 2278 1774 5D4 22.12 

2 7.45 1.50 20.1 4556 4149 40.7 893 228日 17.40 5A日 2368 

83 5 7.45 1.55 20.8 4回F42日5 30.4 674 2266 1834 432 19D6 

T/m 4 7.5 1 1.5 1 20.1 、47774379 39.8 833 2234 1792 442 1979 

総糸) 5 8.40 .89 22.5 

6 7.8日 目70 21.8 ， 
J 

7 8.00 1.75 2 1.9 1-

百| @l 回
平均 λ68 1.64 2 1.3 4己1.14253 35.8 776 2265 1785 480 21.16 400 396 -4 
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(6) 精練糸の染着性と色調

分光光度計で三色刺戟{直を拠定した結果は次表のとおりであ。た。また，色度凶では，い

づれも主波長が482an'-484皿 のIEにあり，同色内に表示されてほとんど変らなか。

た。 J 

，A2 
r
 

よそ王子率
経 糸 緯 糸

all却6nm .. ";， Cl't8.6国X Y 呂 X Y Z 
白色弗j無添加 44.4 49.3 88.6 0.0361 4日Z 44.2 自7.7 日日 379

21rr繁上品 43.3 47.8 87.2 0.0398 42.6 46.2 87.4 0.04日P

ハ5イ0分ドロ前2%添線上加り 42.8 47.5 87.4 日0383 44.0 44.4 88.7 0.035日

ミケホヲー事長前部加 42.7 47.6 86.5 O.日409 41.7 45.1 87.9 E日379

ミクホワ一線伊上り 4 0.2 I 44.f:l I 83.3 00499 40.0 43.6 82.5 1. 0.0554 3日分前 加 l 、

4.考察

試験結果に表われた強伸度等の数値は，糸質や精錬操作糸の状態，その他によ qても多少の

設動があると忠われる。

ミケホワー部加;糸は，色・光沢・ 1独感なEからすると練出Iの添加の方が線上り 30分前添加

よりも良好のよヨである。

ノ、ィドロt品加は，線前に添加すると 7分絞りの状態となって大島紬の原料絹糸としては不適

であるからi車上り 5日分前添加の精錬が良好といえる。

様白繰りと培白絞りによる練糸の白さは異質のものではあるが，糸の性状や染色による色度

については大きな変化はないようである。

保白剤と1自白剤の添加時持Hこおいてはそれぞれ時間差添加によって性状が異なるととを知り

技術指導の寅重な資料を得ることができた。

、.~

〆

-13-



備模様調新語棄物の加工法についての試作試験

室 長 革主 林 実

主任研究員 長田宮

研究員 岸田文司、

工芸高技師 吉 正 子

， 得富友子

1. 13 的

従来の大島紬は加工上 12反-16反を単位として同じ緋模様を生産し，またi司ー模様の繰

唱しの緋しかできないという血路があるので，これを改善L.裾j実線調の伸びのある模様を試

作するため，加工法の試験を行な。た。

2.、試験磁主 主

2-1 織物設計

密 l 度

jt百 ~~ 経糸 料糸 使用糸 緋構成 苦孟 上 if 

脳 数 判f 地 総 地 ，;Vf 地 経 緯 騒 長吉 重さ

五

凶二七六一 七 O 三

010六四四 三一七 五 。
地|羽本本本同 同 種i種 槌 米 負瓦

2-2 自己色別原型図言語の試作

縮技純ぼかし踊E己色法としてJ まず着物の仕立す法と色~IJ柄模様の配霞を検討

し，d;'.図の配置幽案を調製した。

(配色略図)

袖

z;j 汰色 淡色 、j~~~ t 営 苛 色淡

ゴく ラi

1.41m 1. 4 1 m 

身 頃

~九十九 話t
折

談 〉中 jrlz|
1. 7 5m 1. 7 5m 
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身
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、
4

回べ一一
法

@76・3cm
(共衿)

8 2口n

談

淡

e
 

(
r
 

中 濃
暗串• 

信1.7 1 m 

2-3 先染による抑工

( j) 前記 2-1の設計に是正ずいて，泉地に白$J(の単色模樟の縦糸を製作し，さらに次

の加工を行なう。

(埠経緋糸の加工

ア 経餅糸の仮総緋誠盤j加工

イ 前記仕立寸法による配色I車型図案に恭づき，エシジ及び藍色糸の桜色，中色，淡

色の順に色別措込み染色

加工→燕熱処理→洗浄

ク輸つけ})Oエ

エ 仮総経緋糸，黒地経糸の配列ならびに誠掛け，紛りつけ

{功綿緋糸の仮鍛餅調整加工

ア 袖，身頃.1壬，衿，共衿等配色原型図により.色別緋糸の仕分け。

イ〆袖，身墳の濃色と中色と談色等ぼかし部分にまたがる緋糸ならびに経，衿，共衿部

部分に裂する緋糸の仮織。

P 上記仮織純耕糸ならびに波.-rp，淡色の一色による緋糸等の摺込染加工→蒸熱処

理→洗浄→乾娘。

エ製織版による緯緋糸の仕分け.管巻き。

オ製織餅調整。¥

( 4) 仮総仕立て加工

2-4 後染による裾模様配色加工

( 1) 前記 2-1の設計に基いて，泉地に白緋の単色模様の緋糸を製作。

(母縫緋糸と地経糸の配列，機掛け，繰りつけ。

崎製織緋調整(1反長さに織あげ)，

(4) 前品百2)項色別配色図案に基づき色別印つけ。

(5)原反の糊抜き水洗。)

-1号一



自緋部分の防染加工

ピシク系の桜，中，談色の色別ぼかし，摺込み染加工法熱処理水洗。

原布の伸子張り，糊つけ，仕上加工心

結 果

先染，後染加工により試験を行な。たが.参考になる点が多く裾模様餅織物加工として，官J

A品目的を迷1.-，その主な事項については次のとおりである。

点

3. 

:t'J 
( 1) 大島紬の緋模様は一定の型にはま pた対象的な棋殺が主で，しかも一定の緋締長さ

に雌定された向ーの色緋模様に束縛される欠点が窃るが，との試験により自由自在な . 

色秘技様の加工ができ，裾模織の如き部分的配監のポカV調色1緋加工Jが可能である， 単

(2) 従来の大島紬は 12反-16反を加工単位とレて，加工し同一配色の緋模様の製品 ケ ヰ
に限定される欠点、があるが， ζの欠点が改善され 1反又は 2反毎に配色を変える加工

が容易で製品の多様{むならびに高級化がはかられる。

{司訊段、結果について公表したが，新製品に対する業界の関心を深めることができ，今

後技術の開発と指導により，新しい大島紬として，市場進出がJlil侍できる。

)

)

)

 

，C
『

r
目、

(

{

[

 

3-t 

怠L長自指j3-2 

( 1) 先染加工における経，純緋の仮織加工の能率化を研究する必要がある。

先染，後染加工における色別摺込み染加工訟の改善

fYj染制如jの申r究

染色加子後におけるI良布の仕上加工と妙風の研究

以上今後研究すべき同地点等については，加工上の特色を参考にして，私続試験を行

ないみ界の技術指与に努める。

品
A
吋

副

川

可

A
山
可

ー，

ノ

〆

， 
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広幅耕織物、ならびK加工K関する試験

室長

研究員

主任研究員

主業技師

森 i林 実

岸田文司

長田宮一

宮沢トミエ

1.目的

緋織物の多様化をはかるため，婦人服用広幅緋織物についての試作加工法の試験を行なラ。

ムシ 2 試験概要

• r 
2-1 織物設計

密 度

銭 羽 経糸 緯糸 使用糸 緋構成
組 織 染色

嬬 数 持ト 地 車汗 地 緋 地 経 練

樹l.(J 11 三口、
ムノ、七 五 。 上司 成。i¥ 四 -ノL、五 、

長島
ムノ、i¥ σ 六 。五 。
極 羽 本 本 本 本 瓦 瓦 稜 挫 斜紋

料

2-2 加工法

斜紋組織を応用し.次により試作加工した。 i

( 1) 緋模様は当産地の秋名パラ緋(経，緯の綜緋〉を応用

~ ! (母線餅は緋締加工におけるガス綿糸節約の方法として，線緋の両端に当る部分だけ鰻

羽にガス綿糸を過して締加工をする。

(3) 餅の染色加工は地色に相当する部分を摺込み染めし，自の線緋にした。

(4) 色栢は中色の茶色をパヲクとし，淡いピYクと.:J::Yジ包でパラの線緋を凶んだ太い

格子縞模様とした。

2-3 織上げ生地

( 1) 長さ

{泊傾

(3) 重き
。

すなをエ加立仕てし百
貝

46Aι 
依に倍裁洋

V
I
I
I
L
l
l
 

m

p

 

m

y

日

民パ
V

R

u

e

t

R

P

M

n

U

A

U『
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(噌厚き 口3/棚 | 

( 5) 仕立後の亙さ 4859'1 ヤ

3.結 果

上記の仕立加工した;Y-ピースについて着心地.検様その他洋服のデヂイシ等について検

討した結果は次のとおりである。

3-1 1'!J点

( 1) 平級生地と異なり生地が柔軟で光沢iこ富み滑りが良い。

(埼 仕立加工したスーYを数名の者に着用させたがJ 準〈て着心地が良く好評であ。た。~

(司経，総格子の縞と，パラの線緋が斜紋組織により立体感を与える。

(4) 線艇の締加工法が改善吉れ， AI工の能率化，抱搭込み加工法による緋模様の高級化

がはかられる。

{司服地の要素である厚地織物が変り組織を応用することにより容易にできる。

3 -2 問題点

( 1) 平織に比べ製織i比符後約併を合わせて，次の関口を行ない伎打ち勤作の隣同耳部分

の緋糸が内側にズレ易い欠点がある。

( 2) 変り組織のため同じ色相でも，経の色が鮮明となり，綿糸空逆に枕む。

(司縫い仕立加工において，経緯の糸がほつれ易い。

3-3 以上加工試験の結果を業界に公表したが，今まで小幅着尺のみの生産に追われて

ノ、
、司』

ノ

いた業界が，これら新らしい製品に対する加工等につき髄心を高めることができたo ¥ 、J

~ 

句・ 18-
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、手紬糸応用新織物Vとついての試験

室長森林実

工業技師 宮沢トミエ

1.目的

片撚糸使用による大島紬は一般の袷の昔尺であるが，太自の手紬糸応用による一重地の餅

紹;物について試織し，地風改善の基Tt，!~'食料に供する。

計設物

南
京

織

縦験

J
1

試

2
2
 

密 度

銭 羽 経糸 緯糸 使用糸 緋構成 染 ヨ桂 柄

$il 数 餅地 耕地 緋|地 経|緯 色 数 名

四二九四一一六 草四羽

010ニ八二四 O 一二木八亀

斜羽 l本本 r本本瓦 品品!染i設甲

2-2 試料

A 経，緯，手紬糸 (60 If付)

E 地経糸 45 If付片撚本絹糸，他は手紬糸

日 経，緯の緋は手前h糸，地糸は 451f付片撚木絹糸

2-3 紘上り試料

， 

ゐト¥長 さ
(四幅y 

重 さ 厚 き 1反予定
(叫) ( If) (""， ) 重 さ

A 1.2 3 7.2 6 5 0.3 2 6501f 

B 1.2 3 7.日 55 且25 5 5 0 H 

。 1.2 3 7.0 ，50 . 日22 50 0 K 
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図凶〔J岡l到;市:j古[??向u山;J: J品ニ
)司司 :引::引出日日:U山市市il日日;:i;;:;jt花日;ji花ii日::;

3湖沼 It
糊|附g

値

風

合

値

3. 考 察 -r 恒〆

( 1) 岸さにおいて従来の片撚本絹糸使用のものに比べ且 06/棚 -0.16/moも厚い生地を得¥ 、」

た。

(2) しわ閉復率は経，総，手紬糸がB，0方法のものより良<， B法， 0法のJ加である。

(3) 降粍強度試験は屈曲摩耗の引桜 1，1 3 4. 2 9-，折田ひだ摩耗の押圧 453.6a-で経，緯5

枚の平均切断@I数の結来であるが， A. B，ロのj闘で経，綿手紬糸使用のものが丈夫である。

なお，経，綿方向をそれぞれ比較した場合A，0は経方向， Bは繰方向がやや強い。

(4) 4 5度カ Yチνパー法においては，経方向は B，0， Aの順でよく，経，緯，手紬糸の試

料は緯方向がよく，また Eの緯方向は惑い。

(5) ドレープ位，風合はロの試料が結果的によく A'Bは大差がない。

(6) 1反織上り予定車さは'Aが従来の製品より， 1 50，.も重〈一室地の餅織物に適するもの

と考えられjその他B，ロについても参考になる資料を得たの;::，試験を継続し新製品の闘

発研究に供したい。

品、ノ

1 、

-'20-



割込み式耕出しにつーいての試験

1 目 的

室 長森 林業

研究員岸田文司

工業技師 得富友子

現在蚊餅を応用し，色彩配色により，緋模様の変化を求めた製品が主であるが，従来行丘 一

宮ている#!r-の配列を変えて，緋練様の高級化をはかる。

2 試験概要

骨、時 2-1 織物設計

密 度

後 羽 経糸 綿糸 使用糸 緋構成 釜 染 織上げ

組 数 緋地 緋地 餅地 経 緯 数 色 幅長さ重量さ

六 五白 ム，、 樹首 /1 左
四 七 ノ占、

d 草 ，四、 五。。六 四 七 七 七 ノ占、 木 五 。
過 羽 本 本 本 'ー;;: 同‘ 極 種 ヨ量 染 産量 米 瓦

2-2 経糸の配列

( 1) 現在の方法 (埠 試験による方法

rl~~ 1m I } 1¥1 I ~ HI 
-・ 、，・ー・ ー・ 地緋地餅
- 田直‘咽・ - ・-・- 一一一一， 一} 

) 本本本本
本本本本

2-3 綿糸の織込み法

( 1) 現在の方法 (宮} 試験による方法

之会三ζミスヱ=緋地 22本本 "v"ペへ~乍地 1 本本
調f1 

三一一~つご地緋 22本本 でここ乙ごニ地 2本

緋 2本

-21-



3.結果

( 1) 従米の鮒時製品と全た戸某なり，緋自体で模様の波談蔭主主効果を表現するととができる。

(司現在の緋配列法による模擬ω一部分に割り込み法の応用が可能で製品の高級化ができる。

(3) 産地業者は従来の配列法による加工技術が主であり，特に製機工がとの種の製品の織技術

に片寄っているため，設計ならびに機織加工荻術の指導が必要であるが，最近一部の業者が

割込み式加工法により生産が記されており，製品の多線化が期待できるので，今後加工技術

指導に努め生産向上を図りたい。

~ 

力日撚加テーテ木泥染糸についての品質試験
J 

室長

研 究 員

工業技師

実

徳

子

林

隆

友山

富

森

杉

得

1 目的、

。大島紬に使用する原料絹糸は経糸 300T.('m s ，綿糸 100~/ms平均の片撚本絹糸

を使用するが，次による撚加工のテーチ木泥染糸について試織し，製品の品質改善の基総資

料に供する。 ‘ 

2 試験縦装

2-1 織 物 設 一 計

密 度

}筏 羽 情 経 緯 色

隠 数 糸 糸 糸 相
備 考

. テ泥 増量 2日需

ホl葬 1染

四ニ
経糸

四 八 量主。.0 。本 チ 無 糊付フ/~ 1日%

糠 羽 本 平均 木 地 事L化種子袖 5世

._/  

2-2 試料

経 糸 300T 200T 1 0 0 T 

300 T 300T 300T 
1 m間撚回数

綿 糸 2 0 0 T 20日T 200T 

1日日 T 10'0 T 1 00 T 

-22ー



j 

2-3 品質試験結果

一V一、
f

「

hN 
'Vワ回復率 45度カシチレ @¥合値 ドレープイ直
拍車~5税率均4)h) パー法左Fo'恥d ハY f'JV;t--"ーヂー

|脚スタードに[/-よ7る7 
経方向緯方向 経方向綜方向 経方向緯方向

30日X3日日 6 4 64 3 4 32 5.5 4.0 0.63 

20日X200 6 5 63 3 1 3 2 4.0 4.5 0.5 8 

1 0日Xl日日 68 5 8 44 3 4 7.0 7.5 0.77 

300X200 59 ιτ 5日 33 5.5 5. 5 0.7 4 

2日日 X30口内 6 3 65 2 8 29 5.0 5.0 0.6日

5日日Xl日日 6 4 6 2 33 35 6.0 5.5 0.7日

100X300 6 7 59 34 32 6日 7.5 日68

200Xl00 6 3 64  34 33 旦口 6日 0.6 6 

1日日 X20日[ 色 7 63 32 32 6.5 5.5 且72. 

考 察

T T T T T 
( 1) 全般的に考えられ1ることは 200X20日. 2日0)<3日0.，3 0¥日X3 0 0， 

T T 
300 X 2日日の順で概ね柔軟である。

(2) 逆に 10 ifx 1 0 O~ 1 0 ifx 2日日もように比較的撚の少ない糸の試料が悪h とれは

製織特における糸相互聞の交錯がよく，糸が密着し布商が竪〈なる現象を生ずるものと思考

される。

司、

(功従来経糸に 300
T
緯糸に 10 OTのものについても(1問の試料に比べやや堅い。

(4) 経糸 10 OT使用は製織中毛羽を生じ易く.作業が能率的でない。

~/ 

以上妻考になる碁礎資料を得たので，更に餅を応用した試験を行ない，テーチ木泥染製品の

品質改善に努めたし~o

-23ー
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「 一

小柄 K 関する基礎試験

室 長 森 林実

研究員 岸田文司

ヨご業技師 亡口と 正 子

n 得富友子

個 宮 沢 トミエ

1. 自 民リ

近年小柄の掠要が急増しているが，産地の小柄はも邑甲wiが大部分を占め，亀甲柄以外の男

物小納lごついては，設計加工等技術的に乏しいので，加工技術の指導の蹟料に供するととも

に大iE，附和初期に坐堕された主な男物小柄の復元と向一小柄のきZ化による製品の多様{むを

9孟II'る。

2 試験概要

:Z - 1 -小柄の穏獄

I~ 
白 自変 嵐 風 左笈 西 商の 日 日 中

裳 麹 組
同日耳ヒ

変 有

雲 の化 し し 郷 郷化 米 米 馬

密 度 1 5，5 1 5，5 1 5.5 1 5，5 1 5.5 1 3 1 3 1 5，5 可 5，5 1 5，5 

釜数 72 7 2 7 2 48 4 8 8 0 日日 4 2 48 64 

壁議 576 5 7 6 576 288 2 88 400 400 420 480 384 

経 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

線 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

医性醐名瀬・主観 大笠:3fIJ左同 赤尾木 名 激 左同 喜 界j

|当 外有
左変 タ 友変 挺 左変 精 風の

同 ロ 同 間j 廻変

馬 の化 y ガ の化 燈 の化 遺 し化

密度 1 5，5 f 1 5，5 1 5，5 1 5，5 1 5，5 1 5，5 1 5，5 1 5，5 1 5 5 

重量 数 6 4 6 4 4 8 48 48 4 8 9 6 24 7 2 

壁襲
. 

384 384 480 480 384 384 192 480 576 

議成
経 2 2 2 2 1 1 4 2 

続 ‘ 2 5 2 4 2 5 5 2 5 

l日E陸宮担 喜界 笠利 害 界
L一一一

笠利 喜 界 大笠利

白、

-7.4戸

J 

ー晶

{ 

， 
J 

，ー
， 



小柄の略図2-2 

風勉の変他

日コ"t~] 'iF 
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風白雲の変化

回

目田
町

田

団回
ー
用

回

目

雲

口特口#口
哨l口#ロキ
ロ辛口林口
#r寸件 M 'iF

白

馬

日;日劫

日;lヨ;

守

有中

同

米

日沢巴}ト:
日日正B
EIEI 
1じ口午ロ

日西蜘の変化

由キ由:自

由由由

ー由自由

郷ー西

y~ 
" 

クロYガの変化

自J:日::
;;日;:日
目:¥召::
::司:泊

クロ Yガ有馬の変化
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華精 F甲

l.1 ' 1 宇 l~r tI -II ， 1

寸lつつつ宇llJi-]J
F~FJù弘I守ヨ
モ1;1-1上J"'I-1J五4

]ヰ]小 1~1'-1寸 t -1 

千I\Fl~Iてt!_l，:l-
U:]:];と131j

果

亀羽片

¥ 

工
大柄の製品と異なり，男物Ij~仰の緋は，滋つかの込本のまHーがあり，この基本になる緋の配 ~ 

結3. 

( 1) 

または織込み法により呉った，J、柄模様に加工するととができ，製品の多様化がはかられ'9IJ. 

ノ

る。

現在の大柄製品と小柄緋の併用緋加工法により，扶様の高級化が可能である。

小柄緋併用の#クタイ地の加工に広〈応用できる。

(2) 

(3) 

" M、

大柄製品と呉なり，単色のため糸班等による染斑文は五割?の折曲if部分の緋不揃いが目立

題4 間

)
 
1
 

{
 

ちやすい。

柑F糸の抱合本数は 12本が設も艮〈〆抱合本数を多〈するととは，小緋が鮮明になり‘難<， 1" -.. 

¥ 

(司

品質を首長す結果になる。

(3) 方眼紙の凶柄と蜘柄出しの時点、で往々にして，模会が異なる場合が起こりやすい。

以上の結果を公表し，業界の小柄製品に対する生託窓欲と設計加工に対する認識を深めるこ

とができるので，今後加工技術指導により，製品の高級化.多織化をはかるよう努める。
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試作の草木染大島紘

司
i

子

文回岸員究研

友宮得工業技師

的自1 

産地製品の殆んどが合成染料染色による色大島紬であるが，草木染による製品の実用化，

多機化ならびに品質向上をはかる。

/ 
聖書4時験試2. 

言十

筏 度

億 羽 経糸 綿糸 使用糸 緋檎成 釜 鍛 上 げ

出官 数 制FJi包 却Fj也 部F地 経 結t 数 幅 長さ 重吉

四さ 22関正 。
010101010 八 二ニニ七 六 五

.0 
締羽 本I本本本 同種種釜慨 米 瓦

設物級2-1 
F "--_-、，ベ
-""'--

⑧ 緋締加工法

務

2-2 

車lf

1 4事事締

寸-';I霊長持=五羽過し 3羽あき 1羽過し 3羽あき

( 1) 

イ

緋田:3羽通し 1q司あき長? 

車F

.1 5，5算締

f串(均

十長縦= 3羽i且¥-3羽あき 1羽通¥-3羽あき

長緋= 3羽通し 4羽あき

経糸配列法

ア

イ

ウ

'・

日::日日臼74日
日日日日汁:日日
目司自計:軍駐

2-3 



本

本

本

本

本

本

本

田
口
酎

1
日
1

1

日
正
白

川十一日中一

日
正
日

1
日
1

日
正
日

綿糸織込み法2-4 

-
j
 

/
 

、

〔注)

結果

( 1) 合成染料では出し得ない草木染独特の被い色相の日米小柄を鮮明に出すととができた。

( 2) 実用化試作品については，本年度研究発表事項1として公表したが，草木染に対する凶心を

高める ζとができた。

餅糸の抱合は，経，緯ともに 12本抱合にて整経糊張り締加工

イ地に闘する試作タク紬ネ

3 

実林森

出

坪

長室

研究員 司文

宮

国

回長主任研究員

工業、技師 トミエ沢宮

的

近年大島紬の多様化に伴ない，ネクタイの捺要も高まっているが，従来白小幅では裁断に v 

無理があり，さらにネクタイとしての地風模様も改善の必要があるため，試作加工試験を行 一 「

目T 

なヨ。

裂

物

概

織

験試2 
• 

設計

密 度

定置 羽 経糸 緯糸 使用糸 緋構成 組 染 車品 上 げ

帳 数 緋地 縦 地 紙 地 経 綿 織 色 幅 長さ 室主

、現脳陣T品
t 平 合染

四 ムノ、
成 一 七

九 凶三 四 左 四
除 四 五 七

一、。六八 五 七 五 。
料色種 羽 本木 本 本 瓦 同 程 積 織 縫 米 瓦

-28-
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¥一

一ι

戸

、¥

r 

2-2 染色法

緋模様の多段化の加工法として，整経した白の経糸を次の方法によりて染色した。

ψ一一一〉経方向

緯

方

向

↑ 

灰 色

J二二-二ー二--0-4i': 

茶

2-3 仕立加工略図

五結 果

灰 色 背

事v鳴子様÷謙一
-ー-由「

背 茶

( 1) ホタタイ地の裁断による縫廿二立法により，同一紺模様と多色づかいによって製品の多様化

ができた。

(均経餅の配列法によーては，ネクタイを結んだときの餅模様の位置が変わらない。

的経緋の配列本数が少ないので，製織緋調製能率がよ<.加工コストの軽減がはかられる。

(4) 一部業界では民広幅化による生産がなされており，生産性の向上が期待できる。
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草木による大島紬の染色試験

1 目 的

室長

工業技師補

丸山武満

西 決造

現在，生産されている色大島紬のほかに，渋味のある植物染料を利用した草木染大島紬を

生産する目的で，局内に墜する他物の染料で大島紬の染色試験を行なった。

2 試験械製

この試駄はp 削斗肢からの継続試制であるが，

色に屯iするような植物を選定して試験した。

本年度はこれまで試駿していない植物で染 内

2-1 試験に供した槌物名

( 1) サクラ :;1:;1ジ (2) ハマヒサカキ

( 4) モヲコク

2-2 煎出法

f司クチナレ

{母タ プ

(る)テリハイノパラ

各j車木 2 l\~を制断 L， 1日倍量の水にYーダ灰 1.4 9-を加えて 6時間煎出L， 5.t 

の染絞を採取して染色試験した。

なお，参考貸料として各粧物のタ Yニシサ yの含有量を測定した結果は(表けの

とおりであるd

(表。

"白 物 名

サクラ :;1:;1ジ

ハマヒ、す h キ

タ プ

モ ' コ タ

クチナ ν

|テ 3川 パ ラ

2-3 染色試験

( 1) 試料

i原る不タγ均ュにγ含サ有ν{す詞

6.1 5 

3.69 

5.5 3 

1 1. 0 7 

5.53 

5日.74

7 409-付き経綿糸

合有量の由111封%)

0.3.0 

0.1 8 

日27

日55

0.2 7 

1. 5 4 

イ 70経絹糸 2手 (16本〉とり，益経・糊張りし t 8 0;番v;'V;7，.-'Vトガス綿糸 4

モト締めの大島紬用車非

-3日『

^ ，~- ~ 

ソ

j 



(埠染色法

ア 試料の大品紺i用綿糸及び緋を供試植物中の 1植物の煎出液で次の(3)の工程によって

染色

イ 上記絹糸及び緋をVパラ Yプラ 7Y2GL2揮で染色主量的に準じて染色

7 jl V'.r¥ラシパイオ νvトRL2%で " 
エ己 N カヤカヲ Yグν-BL1冊で m 

;t N ラナフワストカーキ GL2%で ， 
(3) 染色工程

}

J

 

(染)→(熱染)→(石 3g-/ .t)→(染) 4明→(石 4g-/ .t)→(染)

(石 4ff/ .t)→〈染') 4明→(乾〉→(回〕→(熱染)→(回)

(注)

(染〉

4回→

煎出液の冷被 (1: 2口〉で試料を 2分間染色後絞りあげつぎの染色に移

る。

(熱染) 煎出液 (1: 2日〉で試料を煮沸 T分染色後絞りあげつぎの染色に移る。

〈石) 石灰水で試料を 1分間操作後絞りあげつぎの虫、円主に移る。なお数字は

水量に対する硝石灰最

(乾) 乾燥後っき.の染色に移る。

(回) 泥田で染色し つぎの主主色に移る。

染色の盛ろう度試験2-4 

( 1) 洗たく試験

12) 日光試験

(母汗試験

( 4) 陣払 試 験

工業規格M82号法ラパート j ーターで試験

退色試験機で試験

工業規格汗試:II!~法 c 法で試験

学振型試験機で試験

2-5 摩按竪ろう度i位進処理試験

植物染料は 摩擦にやや不!rrろヨな点、があるので，下記により処理t-，処理前の堅

ろう度と対照比較した。

処 理法

ポノレテ 9 クス NKAとポノレテヲクス NKBを 1: 3の割合で混合した抜日日 pを 1

4の冷水に溶解して染色糸を 10分間浸潰してそのまま乾燥
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表2 染色堅ろうIJ!:試験表

dl:た〈鼠験

変~jß~l 7'i←染
4級

4 

4 

4 

4 

4 

5 

5 

5 

5 

4 

4 

3 
4 

4 

4-5 

4-5 

4-5 

4-.5 

4-5 

3-4 
3-4 
3-4 
3-4 
3-4 

4 

4 

4 

4 

4 

級4

4

4

4

4

一5
5
5
5
5
一
4
4
4
4
4
-
4
4
4
4
4
-
1
4
4
1
4
-
4
4
4
4
4

~
~
~
~
~
一

凋
斗

a
4
4
Q
A斗

auz

日光試験 ー
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一
級

Y

J

事

例

包

-nu『

n吟

nu『パ
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AUZAU『川
崎

パ
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A
λ
Z
R
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A
U守

Auλ
句

=hdRPM
民

以

伊

包

民

d
=
h
d
v一
R
U
R
U
R
u
-
A斗
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AU
寸-

験
一
進
露
一
4
4
a
e
a
一
4
¥
t
i
4
一
川
a
d
d
a
u
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~
一
~
一
叫
〕
~
一
引
~
一
~
一
叫
一
6
4
4
A
i
一

試

一

指

福

一

一

一

-

一

4

一

4

4

4

4

4

一

4

4

4

4

4

一

一

一

事

J
一

一

級

一

一

一

一

ー

一

一

一

2
査
削
一
3
5
5
3
5
一
4
4
4
4
4
一
4
A
4
4
4
一
4
-
4
4
4
-
1
4
4
4
4
4
一
5
3
5
5
3
一

段

進

直

一

戸

ト

ト

h

h
一
ト
ト
ト
ト
ト
一

h
L
h
h
h
h
一h
-
h
h
h
h
一

一

一

処

一

↓

5

5

3

5

3

一

3

5

5

5

3

一

5

5

5

3

5

一

5

5

5

3

3

一

ー

一

通

級

一

一

一

一

一

一

2

J

4

4

4

4

4

-

A

4

4

4

4
一

4

4

4

4

4

-

4

4

A

4

4
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『

3
5
5
3
-
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4
4
4
4
-
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~
~
~
~
~
一
~
~
~
~
~
一
~
~
~
~
~
一
~
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実
ベ
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之
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弐
ω

一
之
パ
切
実
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z
d
叉

JV
実
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色退変

汗

級5

5

5

5

5

-

4

5

5

5

5
一

4

4

4

4

4

一

5

6

6

6

5

一

3

4

4

4

4

一

6

6

4

6

6

5級

5 

3 
5 

5 
5 

5 

5 

5 

5 
5内~4

3-4 
3-4 
3-4 
3--4 

5 
5 

5 

5 

5 

5 

5 

3 

5 
5 
5 
5 

5 

5 

5 

試 験

j 

噌r

2-6 染色糸の増量及び強伸度測定

室温 20・c 湿度 6口部の恒湿室にて測定(表 3)

3.結果

( 1) 色彩について

染色の結果は，植物染料だけで利用できる中間色が得られるが，同系統の茶色やオリープ

等の色に制限され，利用制囲がせばめられるので，合金属染料で補助的に色を染色してから

草木染することにより，さらに商品価値のある色彩が得られると共に染色の堅ろう度も高く

なることがわかった。
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表3 増‘量及び強{申度

両 県i冒量冊

ア 2. 2 
イ 2.0 

サクラ'/'/ジ ヲ 0.2 
コこ 日2

オ O. 3 

7 0.9 

イ 1.0 

ハマヒサカキ ウ 1 '1. 2 
コニ 1 2.0 

オ 12.5 

7 9.0 

イ 9. 1 

タ プ ? 1 0γ5 
ニE 1 0.3 

オ 1 1. 2 

ア 1 3.9 

イ 1互5

モ ' コ ク ワ 1 5.2 

コニ 1 1.5 

オ 1-5. 3 

ア 1 6.2 

イ 1 7.7 

ク チ ナ V ? 1 6.8 

コニ 1 T.?i 

オ 1 6.3 

ア 12.7 

イ 1 3.2 

テリ J、イノバラ tフ 1 2ヲ

エ 1 5.6 

オ 1 3. 1 

(功業界への指導

染、色後の

強度9 伸度函

569 1 5.7 

4 8 1 1 3.6 

497 12.4 

I 5日6 1 2.6 

508 14.4 

5 2日 1 5.6 

450 1 5.9 

518 1 5.2 

481 1 3.6 

5 1 1 1 4.4 

494 1 4日

5 4 3. 15.8 

5 39 1 3.5 

513 14.5 

555 1 3.4 

480 1 5.0 

5 38 1 5. 1 I 
480 1 3.0 

494 1 4.6 

55日 15.6 

5 1 • t 4.9 I 
47' 2. 1 5日

515 15.8 

54玉 1 8.0 

499 1 7.0 

473 1包5

458 1 1.7 

502 1 6.1 

5 2 1 1 6. 4 

577 1 7.0 

(の緋染について

相物染料の性質として， f品糸で防染して

ある部分まで染料が浸透汚染し，品質を惑

くするとか地色が斑になり，実用化できな

いことがあるが，との試臥では防染した緋

への汚染もなく，実明可能な染色が得られ

た。

同地糸の手触り及び光沢むついて

化学染料の染色糸と比較対照した結果，

植物染料2虫得の手触り光沢が~5 '). ~界が

望んでいる糸質の染色ヵ均告られた。

(4) 増量及び強{中肢について

嶋監は於丙が 17 %であった。との程度

の明世は大島紬の加工に支障はなく，かえ

って植物染料独得の糸質になり好ましいと

とと考えられる。

また，染糸!の脆化については，強仲良共

に大島紬の製品化に支障がない結果が得ら

れた。

以上のととから，実用化できると判定し，前年度の研究データーも含めて業界に指導した

結果，一部の業者は実施L.また当所の受託加工によーても指導を続けている。

4-3年度で約 1・千反 4 4年度において約 2千反が生産され，新規の草木染大島紬kして

高値で収引きされている。
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着色抜染 Kついてのl 試験

満

隆

信

武

清

秀

山

藤

久

丸

江

白

長

員

士究

技
研

一-フ

任

イ

室
主
日
目

1.白的

近年化学染料で染色する色大島紬に多くの色彩を施すようになったが，現在の抜染加工

は，染色した色緋を部分的に脱色してから新たに目的の色を抱込むという 2皮D手数を主ijし

ているので，このl脱色と染色を向持に行なう染色法について試駁した。

2 試験税姿

2-1 染料の認定

J 

この染色法は，染料が還元剤によ~て脱色されないことと染色竪ろう皮が両いとと

が要求されるので，このような染料3日程を下記によって試験じ，との染色法に適す

る染料をi法定した。

試 験法

( 1) 絹糸の重量に対1.."染料 2唖，抗日陵0.2冊，水量 50侍被で煮沸 5日分染色後下記

〈表 1)の誌験を行な。た。

(司洗たく試~.i

{司日光試験

( 4) 抜染 試 験 染抜分民》でt
 

R
M
 。，液

検

溶
試

ク
で

シ
一

コ

h

y

A

 

一

ト

J

f

J

1

 

!

ト

ア

一

フ
.
、
ノ

ノ

ノ

ラ

サ

法

ー

ロ

号

肱

ド

2

訴

イ

自

で

ハ

M

俄

の

s
蹴

九

I

色

F

J

退

2

(表 1) 醤色抜染に適する染料及び染色の竪ろう度試験結果
九、 J

洗 たく試験
染 辛} 名

変退 色 汚 染
日光試験 抜染試験

ジスチャージイエロ-1/6.1 3-4級 Z級 4-5級 1-2 

H 4エローj拡E 4 3-4 4-5 1-2 

首 イエローJ厄4 4 3-4 4-5 2 

H レヲド Jf6.2 3-4 3-4 4-5 2 

11 
t プラヲ :/J伍2 4 3-4 y 2 

11 オ3ープ 5 3-4 4-5 2 

H グ日 -:/116.3 5角 -4 5 4角材 5 2 
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号、

洗 た〈試験
染 料 名

書記退色 汚 染
日光試験 抜染試験

ジスチャージブルー J厄1 4-5紋 5級 5級
， 
1-2 

I限 ブルー Jfii. 2 4-5 3 5 1-2 

" l プノレー J伍Z 4-5 5 5 1-2 

』陣 ブルー Jf6. 4 4内 "5 3 5 1-2 

fI )iY(;tv.十』伍 2 4 3 4-5 2 

fI バイオν，トAi4 4 4 4-5 2 

;v' ーーす )1〆 ホ プ 4 4 4-5 2 

-
L
J
 

備考 抜染試験は 5段階に区分し 5を白抜， 1を不抜として評価した。

上記の染料が着色抜染に適することがわかったが，とのヨち下記6殺について大島紬

用緋に試験じた。

2-2 試験に供した不抜染料名 久

ジスチャ -i)' V 'Y ドJ妬2

ジスチャージプヲ!7YJ旺2

ジスチャ -(7パイオ Vψ ト必4

2-3 試験した可抜染料と染色濃度

ダイ νクトファースト V'"ド3B5% 1/9ャス 7y一久トプノレ-3GL2%

ジスチャージ ブルー必 1

ジスチャージイエロ-.1ii.3
、、-

サノレホプノレー

スミヲイトスープラプヲヲ YT 2% Vリャスバイオ Vザ rBL 2% 

ダイ νクトファーストグリーYGB2% ダイ Vクトファ』ストプラ ηクR5唖

ゐ 2-4 試料

上記の可抜染料をそれぞれ上記濃度で染色した 409-付絹糸を 2手取り整経糊張

りじた絹糸を 8O.番ガ旦綿糸 5モト締めの色緋を作製してつぎの試験をおこなった。

着色抜染被の調豊島

ζの着色抜染被は 不抜染料と抜染剤の混合置によって普色抜染の成果が異なる

ので，その両者の適正量について試験した。

なお，これに使用した糊は，クリスタルガムを使用L.，粘度は司政型粘土計で

50日QP に調製

2-6 摺込み及び蒸熱処理法

前記 2-5によって調製した着色抜染被を試料に各々招込み， 1 5 分間蒸勲~~理

2-5 

してyーピY グ水洗した。

2-7 不抜染料と抜染剤の適正最の試験結果

前記 2-3の染料に対する不抜染料の量と抜染弗Jの監は表 2のとおり
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〈表 2)

不 抜 料
糊液蛍に対する

染
i抜染舟jの最'T.I 不抜染料の量唖

ジスチャージ レマト:jF;， 2 1 1 5 

n ブルーJ拡 1 1 1 5 、
11 ブラウ Y，也 2 1 15 

11 イエローJ伍3 1 25 

11 ノ《イオV~ ト jfti 4 1 1 5 

す Jレ ホ 7' )1ν ー 1 1 5 

2-8 抱込染後の放置時間による詰色抜染試験 1 J 
u 

大島紬の緋の熊込染色は，長時間を裂するととがあるので，摺込み後の放慢時隠別の

2-9 

2-l' 0 

( 1) 

効果について試験した。 (表 3)

着色絞染後の絢糸の強{申度測定

室温 2O'C 湿度 60唖の恒温1iA混室で強度及び{申度を測定(表 3)

着色抜染殺の染色竪ろう度試験

洗どく試鼠 J I S MS2号法ラパートメーターで試験

退色試政機でま古島(訪日光試験

(金3) 抱込染後の放置時間別による着色抜染ならびに綿糸の制申皮および染色の

摩ろう度試験結果 L 

「ー一

抱込後の放置時間別 染色後の 染色竪るう皮試験

可抜染料 不 抜 染 料 着 色 状 況 強 イ申 度 洗たく試験 日 光

浴調&4時首長 1昼磁!&強 度 {申 度
変退色

汚 染 試 験

ジスチャ-/}'ν...， ~JFi己主 良 艮 良 571.1' 17.0番 4-5級 号、-4級 7~^ 
鍵 ブ)i-'-J引 l H m n 566 15.7 4-5 5 ι 

ダイνクト
11 プラクシ'.11&.2 11 11 11 535 16.2 5 3-4 e、-7

ファースト d イエロ-JlG.3 11 11 やや耳浪 580 16.日 4-5 5 4 
V~ ド3B

11パイオレヲト組 a H n 58日 15.8 3-4 5 5 

サノレホプノレー 1陣 やや耳設 1陣 506 15.4 4 E 4 

ジスチャージレψ ト:ffo.2 11 良 良 548 18.日 5 5 7 
i/9ヤス

11 プ)V-/1o.1 11 但 !I 566 16日 4-5 5 ι 
ファースト

" プラヲユろ伍2 n 目 11 524 14.5 3 号、-4 7 
ブ)1/- ， イエP-JlG.~ 11 11 11 592 18.3 砂-5 3 4 
3 G L 

Hノ〈イ;;tν，卜J幅4 11 j隣' 11 529 19.2 3-4 3 5 

サノレホプノレー 刻 11 H 541 14.3 4 5 4 
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摺込後の放置時間別 染色後の 染色怒るう度試験

可抜染料 不 抜 染 料 着 色 状 況 強 {中 度 洗たく試験 日 光

踊涯ま量 4'苛鹸 1A惑重量 4量 度 {申 度 変退色 汚 染 試 験

L旦ミライト

ジスチャ-i11/.. fih>2 良 良 良 5839' 19.6% 5級 3-4級 7紛

， タ....... j削 ， H /f 549 1 6.4 4-3 5 ι 
スプラ -n プラヲシ:tfli2 ， H 留 583 18.3 5 4 。、'7

ブラウ γ n イエローJ揺5 H a 久 585 17.9 4-5 z 4 
門ム HJもイオ1/..トJ賞;4 ， ， /f 554 1'8.8 3-4 5 5 

サルホプ ，v_ー 1置 H /f 496 15.4 4 3 4 

ジスチャージレヲト〉厄2 良 やや不設 守中耳浪 541 17.2 5 事 7 I 
n ブλ1-;16.1 H 良 /f 576 15.0 4-5 5 る

V'9ヤス
プラヲ>'.tI.2 ， 良， H 579 17.7 5 4 7 

ノ吋オν，
4エロー1fo.2 ‘やや荷主H ' H 483 15.8 4-5 5 A 

トB L 
/0 ... イオν，ト必4 良H 盾 574 1 1.9 3-4 5 

サノレホプノレー H やや耳浪 fI 421 L4.8 4 5 

ジスチャ吋/ v"-' t-ifli2 良 良 良 586 18.0 E 3-4 7 

ダイνクト H プλ，<-J1a1 1医 H キ中平事足 573 16.4 4-5 5 6 

ファースト H プラヲめ，{6.2 H キキ不浪 良 524 1ι5 五 4 7 

グ9->' 周 イエロー1f!i.3 H 良 • 602 18.9 4 4 4 

GB Hノ吋オレ~トj!i4 • fI H 552 18.1 手-4 5 5 

サノレホブルー H やや平浪 やや不良 487 149 5 5 4 

ジスチャージレヲ約百2 良 良 良 487 14.9 4 5 6 

ダイνクト fI プ，V-必1 1階 11 fI 496 1，5.4 4-5 5 6 

ファースト fI プラヲめ伍2 fI ， " 49日 15.3 4-5 5 4 

プラ，ク N イエロ「世5 fI 11 やや不主主 490 14.3 。-5 5 4 

E Nバイオν，トA6.4 N 同 N 484 14.0 吾、'4 3 5 

サノレホブルー fI N 良 503 1 4.1 4 5 4 

..~プ/

3.結果

{骨 との染色は 着色する染料が還元剰によーて変化する ζとなく，着色することが絶対条件

であるが，試験の結果，表zの混合量はその染料によ。て異なると共に，抱込後の放置時間

別による結果も，抱込糊がなるべく湿句ている状態がよい成果を得るととがわかった。

(2) 絹糸の強{甲度の結果も日塩化はな<.染色箆ろう度も実用化できる結果が得られた。

(3) 多色の惰込染もこれまでより手数及び時間共に半減され，加工能率が向上し，コストも安

くなるととがわかョた。

( 4) 以上のとおり実用化の見とおしが得られたが，本年度試験できなかョた不抜染料について

は来年度試験を行ないその結果に基づいて業界の指導にあたりたい。
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1 目的

水状染併による大島紬の染色試験

室 長丸山武満

工業技師補 酋 決造

植物染料を主体として製造した水状の染料による大島紬の染色について試験をおこなった。

2 試験概要 、 必

2 - ~1 総糸の染色試験
J 

( 1) 試 料 4 0 9-付き主主綿糸l

(勾 染包法 絹糸δFを水 500C:Cに染料 10 CJ:と員i¥駿を試料に対し O.2 %を加えて

冷液か6染色し，煮百I~ 3日分染色後 F記の試験を行な。た。

2-2 染色竪ろう度試験及び抜染試験ならびに増最測定

( 1) 洗たく試験 JIS M82号法ラパートJーターで試験

{訪 日光試験 退色試験紙で訊験

(尋 汗試験 J I 8 汗試脱法C 法で試~~~

(4) )堕按試験 /学振型原掠試験機で試験

(5) 水洗竪ろう度地進剤処迎後のi，もたく盛ろう度試験

増進剤処理法 5I/"/'f.-のアミグY?1世に 10分処王監してそのまま乾燥←

( 6) 、抜染試験 29-/f.-のマノレセノレ石けんnxで煮沸 2分 脱色後

2，/ Lのハイドロナノレファイト溶液?口℃で抜染して水洗，乾燥

(均 増抵の測定 室温 20'c 湿度 6日#のie.祖恒湿室で墓誌を測定

表 1 上記各試験の結果
dE 、F 試験 汗試 隙 抜葺

産審
珪m 品現揖 |増進剤j処理官T 肌理後

染料名 当主!変退色汚五染級変i邑色 汚染変退色汚菜 試験 試屈
タナ4エローJ縮1 5級 .4級 4級 2~3級 4級 4-5級 3-4級 4-5級 2-3*!l 2.9% 
'イエローJ百2 4 5 今-5 3-4 4 5 4-5 4-5 6 4-5 5 日7
nプラ亨YJfb:1 4 5 4-5 3 4 5 4-5 5 2 4=-5 2-3 3.1 
11プラヲ}lJ;百2 4 ，4 4で5 4 4 5 4-5 5 7 4-5 2-3 0.1 
m プ)~1削 4 5 4-5 5 4 2-3 4-5 5 6 4-5 2-3 2.6 
Hグ9ーン 4 5 4-5 3-4 4 5 4-5 4 5 4-5 2-3 2.0 
グバイオVψ ト 4 2-・5 4-5 5 4 5 4-5 4 4 4-5 2-3 1.3 

11オ3ープ 4 4 4-5 4 4 3-4 4-5 4 5 4-5 2-3 2.0 
川ヒ'-ヌFμー 4 3-4 4-5 3-4 4 5 4-5 4 7 4-'5 2-3 1.9 
u V守ド 41 2 4 2 4 5 4 4 4 4-5 5 2.5 
H グv- 4 2-五 4目・5 3 4 5 4-5 4 4 4-5 2-3 1.5 
Hオνンヂ 4 2-3 4 2-3 4 2-3 4-5 4 1-2 4-5 z 1.3 

備考:抜染試験は 5段階に区分し. 5を白抜， 1を不抜として評価した。
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2-3 大島紬用緋の染色試験

(1) .試 料

4 0 f1付経綿糸を 2手取整経糊張りし. 8日番νJレうty トガス 4もと締めの緋

(2) 染色法

試料の緋 10 f1を水 50 0 c.c.に染料 10はと試料に対し猷酸 O.2掃を加えて，冷液

から染色，煮百(5分染色Lて水洗乾燥後 さらに蒸熱処理 30分して仕上げた。

{功摺込染試験

ア摺込放の調獲法

染料各々 100CC.にjイプロガム CRを溶解して加え全畿を 5日日包となし，粘

度をBM型粘度計で 5000Ps'，j後に調製した。

". ~ イ 摺込染及び蒸熱処軍法

試料の緋に抱込染し，乾燥の後 1日日℃で 30分誌WJi1通して水洗乾燥した。

2-4 豆汗処理による摺込染試験

この染料は，豆汁処理してから染色するととによーて，白緋への浸透汚染を防止

すると共に，i架味のめる色を得られることからこの処理による染色を試みた。!

( 1) 豆汁の調製と処理法 ， 討。 I

大豆 10 0 ifを 1夜水に波茂し，摺鉢で十分摺りつぶしてから布ζし，水を加えて

5日日αとなす。との1置に抱込用の白緋及び紛白布を 5分間浸潰して，そのまま乾燥

した白餅を抱込染し，白布は刷毛引きして染色後五日分蒸熱処理して水洗乾燥した。

との豆汁処理による染料の染者状況や色の渋味等がどの程度得られるかについて，

日立パーキシエノレマー 13 9型分光光度計を用いて分光反射率を測定した。
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2 

，
 
，
 

，
 ，

 
，
 ，
 

-
P
 …

後
日
理処升豆

• 

，
 

J

'

 一

μ

¥
 

理前

射

宮草

i 

420 46日 古
波

吉布
長

百百百 百2占 町
田

-39~ 



1-
# 

5 Q -

， ， 
， 
， 

4ι』 凶表 ?:T イエロー lfG. 2 / 
， 

2 ， 
〆， 

， ， 
〆

処理J/
/ 

/ 

， 〆

/ 
， 
， 

2 

，台汁処理後
〆

r 
r 

J 
〆， 、

~ 
/ 

_' 

'一ー一 ---・・ ーー'

‘ ・民』
.，‘ a 白.. nm 

420 460 5∞ 540 58日 620 66日
波 長

# 
40 

図表 5 タナプヲヲシ JIo1 

1 0 

〆

/ 

/ 

/ 
J 

ノ

/ 

/ 

ー一一ー 豆汁処理後
ιーーーー--- _-"-

J 
f 牛、ノ

反 30

nu 

の
'
h

射

率 処理

。
42日

設 長

46日 5日日 54日 580 620 

nm 

6ω 

-40-



% 
3日

ノ
タナプラ ?YJ拡 24 図表

ノ

〆
a
F
 

-
後

一一地
一川町「豆

前.iA -M 

~-4 
d 

2日

反

射

1 0 

nm 

660 ι20 580 
-L 

54日
主

50口

説

460 420 
日

=担

-、 ‘、，ー
-f 

長

タナプノレ-j，伍 15 図表

前

崎、』日 F亘?千主主謹jJt---'--_ 

、¥ξ竺三計七三て同

J 

長波

nm 

660 

思九2 
反

射

620 580 540 500 460 420 

日

|率

? 

ソ~.--ー豆i'f施主f.t長_.--- ------~ -...一一一一

タナグ 9-:1'ι 区i表

唖
2日

反

nu 

射

率

nm 

660 -'-620 漬百

長

。
放

-41-

。



一一一一「一

タナパイオ V~ ド7 図表
2 

.反

'

i

d

・

l
i
l
i
-
-
1
i
l
l
-

、
ム

J
 

f
f
1
1
 

2
『

，，
 

f
 

a
F
 

，
 ，

 
，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

/ "J  』¥ 、、 豆汁処理後
-----ーーーー一一句町、、 ー，司』匂宇』司ー、ー----ーーーー-

射

率1

長波

660nm 620 580 54日500 460 420 

'" F 

4 

オリープタナB 幽表

反

3 

射

率2

J
 

I

l

l

-

長波

6釦 nm640 60日540 500 460 42日

，唖
21 

タナキーピブ作一

/ーヅ一一一 ~ 41

9 図表
反

率1

射

680nm 640 600 

長

54日

-42-

波

5日日460 420 



反

射 2

率

内へ.{ ~叩

# 
4 

3 

図表l'0 タナ νザド

/ 

、/イn

一一一ーーーー---ーーーー一宣汗亙~ßiIi&-一ー __.1

01' 
420 

図表 11 

率

戸口i
420 

. 

反 l

射

率 10

。

¥ 

処理前

460 

タナグνー

波 長

620 

処理前 //  //  

=τて，JJ"d 豆汁処理後

46日

500 54日 580 

波 長

I 
5日日 54口 580 

波 長

E百百 湖

一

E

、
2
daa 

l日

62日

620 

66日1m

66Q:(lm 

66日nm



3.結果

( 1) 染色監るう皮について

前記の表で示したように，染色してそのままのものは，やや不堅るうな染料もあるが，

水洗， E在ろう&増進剤で処速することによって 2-3種の染料を除いては，大体堅ろう

l立良好という結果が得られた。

(埠抜染について

染料のほとんどが白抜できないので，大島紬に対する抜染力日工法国難である。

f司地量について

染色糸の楠震は，平均 2'1>であるが，この程度の増量は大島紬の製品化に支障はなし

かえ。て地風はよくなるものと考えられる。

(4) 浸染による緋染及び摺込染について j J 

白緋への浸透戸染ゃ，地色の斑もなしまた吸収の状態もよいので，目的の色彩が従来

のような染色法で得られること，特に豆汁で処理した後に染色した主fi;J:，よい結呆が得ら

れ，色彩も渋昧のあるものが得られた。

(司 不塗ろうな染料 1-2種を除いては，実用化できるとと。また色影も草木染のように渋味

があるので，大島紬のi品紘化のため業界に諮溜指導したい。

染軒の宇容解度 miJ定

工業技師補 西 決 造

1.目 的
、

染料によ。て溶解度が典なり，捺染用糊被を調製する場合に支障をきたすとか，浸染のさ

い溶解不良によって斑点になることがあるので，各染料の溶解度を測定して，染料溶解法の

}資料をf寄ることにした。

2 軌要

試験法は，漏z臼漏波測定でおとな Fた。溶解度は B日℃の純水 1.e.に溶解する染料のグラ

ム数であらわした。

2-1 染料の治解

コYデシチーをつけた三角フラスコに重量既知の染料と水 20日伐を入れ， B 0 

℃の温度を保ちながら 15分間撹持溶解した。

2-2 溶液の漏過

十分治解した染料誌被を日日℃に保温された東洋漏紙J伍 131を用いた漏過装匡
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〆

を使用し. B~い吸引条件下で関過い約 5 日 CGの漏液を採取する。

2~3 漏波浪度の測定

各染料別に古電波重量を持取り，一定稀釈濃度に稀釈し，光主草分光光度計を使用し

て，舗大吸収波長(入max)を務ベ，この波長における溶液の光学密度を測定し

た。

2~ 4 W!解皮の算出

溶鮮度近辺の 4種類の染料漏i晶液についての光学密度測定結果から，それぞれの

染料の溶存量を算出し，とれから下記図表のように打点して.作図により屈曲点E

を一求め. A点を染料の溶解度とした。

ー -F 

主主

図表 1

-レ---

/ 

J

れ

溶

存

染料溶解濃度 ff/ .t 

上記の方法によって測定した各染料の溶解皮下表(表 1)のとおりであ。た。

表

、

儀対及 溺擁吏 根大政湖液

染 料 名 Ji)破長 染 事} 名
腕犠nml 、

骨/ι g/.t nm 

白血ilsgbrSupra Br開nT∞n。 425 97 XYlone Brill Cyanine 580 52 

5'pr問。1Brilli.担もRed3~B 520 91 Iru胆mlBlne B S 610 97 

Ber zo Red 3 B 520 9 自主ekFasも SKYBlue -6 G 59日 99 

Direo.もF、sもRed3B 51日 40 Milling Black R 560 百2

furius Fast Yellow G R 400 122 Kayanol. Mil1ing BlAak T L R 555 70 

furnilighもSupraYellow R 395 1 10 iKaYll油国自由，yBL 十 " 580 75 

Dire叫防止 E加盟 B 62日 30 C出品。nBri1li.:;出色 Yellαw3GL 4 1日 29 

国recもFasも BlaakR 550 108 口11>ミlonBrown 3 G L 460 51 

血早ronolO.rani.ne Blue G R 53日 55 Ci国 1，皿 Vi叫 叫 RL 565 27 

DirecもFastGreen G B 605 83 工ana百回も Brown2 G L 460 73 

E勾啄rus白:pra'VioleもBL 550 1 1 Citala旦 BlaakB G L 570 58 

E首同国Fasも Blne3GL 60口 1 1 0 lruly1 Gr町 E 570 89 

ぬ町sphen担。 N8 39日 35 口r七。1VioleもFR 590 7 

lXilene Fasも Blue2 F 5日日 16 工anafas也記副司 GL 440 188 

， -
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5結果

( 1) との試恥によると直接酸性，合金属染料を問わず，染料によ 9 て溶解度は異なり，溶解し

にくい染料も昆うけられる。

( 2) ζのようなi容解皮の低い染料に脂いては，斑染になる恐れがあるので十分注窓が必要で，

染料溶解;lfl)等の併用も必裂である。

( 3) これらの色料にもとずいて来具を指導する ζ とにしたい。

染料の吸収 度 測 定

工業技師袖i 操 利

1.目的

染料によって染色の際絹糸に吸収する状態が異なり，斑染になることなどがあるので，

各染料の股収状態を測定して染色法指導の資料にする目的でおとな。た。

2 概要

2-1 試 料 40ff付き経絹糸

2-2 測定する染料名及び染色濃度(表 1)

(表 1) 
可染物 員重量量 可機Mこ対す 架絞量

染 料 名 の唾'f})度初)る織純正iIff) @。
Oibalan Brow且 2GL 4.4 2 日.088 400 I 

Cibalan Violeも RL 、 4.2 2 0.084 

O~J:aJ.a且Br ill主aI泊 Y<ùl.... 3 GL .• 3.6 z 日072

Kayakalan Grey. BL 4日 2 0.080 If 

Kayakalan OIive GL 3.0 2 日060 1胸

Iruganol Blue BS 3.2 2 0.064 H 

‘XYlen Fast Blu8 2F 2.7 2 日日 54 N 

Ortol Viole色 FS 2.7 2 0.054 If 

Lanyl Grey B 2.6 2 日日 52 /1 

鼠皿ilighも白upraBr回世 T∞田 2.8 2 日日 56 If 

XYlene Br111 Cyanine G 3.3 1 0.033 If 

Sai:t血担即Brill句面1iIlleG 2.8 2 0.056 N 

Silk ，Fas七 sky Bl.1;le ・6 G 3，日 2 且060 i N 
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2-3 比色用染料濃度別標本作製

吸収皮出j定は染色競液の濃度を濃度既知の桜準染料と比仇して主主存染料を調べ，

これから吸収皮を逆算した。

染色前の染料液を基準にして 10段階の楳準楼皮染料波を作製し，ワケナ氏比色

計を用いて副定した。

2-4 染色における吸収良測定

min 

7 

( 1) 助舟jを加えない場合

担:の表の各時点における染色後の染浴を比色測定し糸への吸収度を算定した。

染色法と 比 色 点
カ

(均助舟Jとじて氷耐献を加えた場合

氷雨肢を試料に対し 0.2再加えて(1)に準じて染色し各染料の吸収度を測定した。

(3) 均染刻のア;ryンを加えた場合

アリゾシを試料に対し口 2%.日 5冊の 2法を各々(1)に準じて染色し，各染料の吸

収度を測定した。

染料のi出剤別・温度別吸収度の測定結果は次のとおり (Fig1-13)
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5 結 果

/ 

/ 

(カ 図表が示すように恒銭染料の吸収カーブは，ゆるやかであるが酸性染料はやや早〈合金属

決料は吸収が早い。

ゆ しかし，とれも均染到jを使用する ζ とによって，吸収をゆるめることができることがわか

った。

切なお，染浴の温度上昇に伴なう吸収肢がわか eた。

以上によちて各染料の吸収皮がわかり，談色染色や吸収の主主なる染料を混合して染色する場

合等の穿考J'i料が得られたので楽界の指導資料にしたい。
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1.自

Procion染肘Kよる大島紬の染色について

室長

主任研究員

工業技師補

満

隆

一

武

清

利

山

桜

丸

江

操

的

近年大島紬の染色加工法も線維となり，使用染料の種類も多〈。なョているが，緋織物の

染色加工法の研究開発に資するため Proキ雪I)n 染料による染色について1試験した。
tン

2 概要

絢に応用可能な染料 13砲について下記の試訟を行なう。

2-1 

( 1) 

f司

2-2 

( 1) 

(司

(功

( 4) 

(功

/ 

綿糸の~色試験

試料

染色法

40IJ付経絹糸

託料に対し染料Z婦を少量の温湯で落解して加え，水量を試料の 50

倍となし，染浴に対し 201J/1-の無水'e硝を 20-30，分を要して

加え 50・cに鼻混試料を 15分間染色し. 2 IJ/I-のyーダ灰を稀釈

して加え，さらにこの温度で 40分染色後 2IJ/I-のリスボーノレ液叩

℃で 5分同yーピ yグLて水洗・乾燥の後 下記の試験を行なう。

染色ID'Oろヨtfl:試験及び抜染試験(表 1) 

抗たく試験 JIS MS2号法ラパートメーターで誌験

日光試験 日光退色試験識で試験

汗試験 J I S汗試験法のロ法で試験

摩 銭 試 験 学l!J<型摩掠試験械で試験

抜 染 試 験 2 IJ〆4のマルセノレ石けん放ぺ浴比 1:200)で煮沸 2分脱色後

2ff/1- ハイドロサルファイト絞(浴比 1: 2日日) 9日℃で 2

分間抜染して水洗乾燥
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f表1) 染色竪ろう度及び抜染試験結果

性除退自色控汚染

日 jt 汗 試 験 摩 擦 抜 染
染 料 名

訣 験 あ昌色 汚染 試 験 試 験

PrO(ion Yellow R 5級 5級 4-5級 5級 5級 5級 5級

緯 Yellow GR 5 5 4-5 5 5 5 2 

/1 Yellow 6G 5 5 斗-5 5 5 5 4-5 

11 Orange G 5 5 4-5 5 5 5 4 

V♂ Scarle七 G 5 5 3-4 5 5 5 き-4

/1 Red G 5 5 5 5 5 5 4 

/1 Bril1-- Red 8B 5 5 3 5 5 5 2 

- J 11 i隆 5B 3 5 4 5 5 4-5 E、'3

" Red BrOWll 4R 、5 5 4 5 5 5 5 

/1 OliveOreea3G 5 5 4 5 5 5 5 

/1 Grey 。 5 5 3-4 I 5 5 、5 4-5 

" Blue 3R 5 5 5 5 5 5 砂、'5

Brill Bl.ue R 与 5 矛、'4 5 5 5 2 
一」ー

備考 抜染試験は 5段階に区分L. 5~白抜. 1を不抜と評価した。

5 緋染色試験

4，0 11-付き経糸 2手取り B口容ガス綿糸 4モト締めの緋3-1 鼠 料

3-2 染色法 試料に対し，染料 3帽を少鼠の晶画基で溶解後，染浴を試j併の 50倍

となし. 2日9'/.f..の無水1::硝を 20N30分を要して加え 50 'Cに

昇温L.試料の緋を 15分間染色し. 2 If 〆~.f..の Y ーダ灰ーを柿釈して

加え，さらに 亡の視良で 40分間染色後 3 11-/ .e，の HスポールNI:i'-'1 

被 90 'Cで 5分間Yーピシかして水洗乾燥した。

3-3 緋の掃込染試験

指込後の調製法

225部の水

5，5部の染料

1日日部の尿紫

3 0 0部のアノレギシサシYーダ I 1 9 2部の 60 'c温水

5日日部のエマノレジ雪シ糊 I 8部のデヌペラゾーノレ

1 0部のリスト Yノレト L I 日日日部の蒸溜水

1 5部の意炭酸Yーダ l計 1，00 0'部

計 1，0日B部
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上記の抱込液で試料に抱込染した後， 1 5分蒸熱処週後，下記の後処理をおとなって仕

上げた。

水洗後 60・C温揚で 5分悩洗縦後

水 1，00 0部に 1部の炭殿Yーダ及び2部のリスポーノレND被 85'Cで 10分地迦後

水 1'，00 0齢に対し 1部の機酸 (85%)で処理して水洗乾燥した。

察五考

『
二、

f

h
 

( 1) 竪ろう度試験

日光試験でやや不竪ろうな染料が 5種あ。たが，他の染料は盛ろうな結果が得られた。

(2) 抜染試験

抜染法を応用して大島紬を加工する場合の資料を求めたが利用できる染料が少ないので

十分抜染度を調査(表 1)のうえ使用する必要がある。

(母緋 染

ア 緋染も従来の染料と変らない染色がぬられ，また緋の斑や白緋への浸透汚染もないので

大島紬に利用できるζとがわか。た。

イ 緋の抱込染も大島触に利用できることがわか。た。

4.結果

大島紬に利用できることがわか。たが，との染料の欠点は数砲の劫弗jや染色時|出がやや長

いζと 2種以上の染料を混合して染色した場合一方の染料が染指しないものがあるので

混合染の場合支隊をきたすこと。

利点としては煮沸の必要がなく，中温度で染色できるとと染色盛ろう皮が向いこと。

- シヤリンパイ染色に関する研究、

」
} 

研 究員

工業技何

工業技師

寛

海

陸

嘉

勝

文

塚

科

川

赤

仁

押

1.目的

大島紬のVャ 9~パイ染色の詳細に関しては，不明な点が多いので染普機構を明らかにし

繁雑なVャリ Yパイ染色の改善合理化を凶るためにζの研究をおとなーた。

2 概要

との研究はIIH和 42年度にVャリ~.パイ樹皮からの染者成分を分離し，昭和 43年度に染

者成分の性質を調べており，本年度はこの継続としておもにv.，.9シパイ色素の絹糸への吸

-57-



昔.i/ャ9":Y .r{，イタ yニYとVャ9':.-'パイ色素の混合比別吸着を検討した。

2ー 1 >'/ャ 9Yバイ色殺の絹糸への吸主主試験

吸着試料:iノャ 9>'パイ樹皮から分離したVャ9>'バイ色素(分離方法は西田孝太

郎 H大島紬の染色に節する化学的研究染料舷物Vャ9"YJ'~ イの樹皮成

分，日本学術協会報告 17'，語 第 2号抜刷がによる)

供試綿糸 4日Fイせたて糸を巻き返してつく ?ic1 Ifの書官ふ
治比:5 0 f岩

( 1) お皮別吸器

濃度0..0.1%. 0.0. 3掃. 0..0 5掃， O. 1需. 0..3%. 0..5 %. 1冊のUャリ Yパ

イ色素溶液を誠製し，これに絹糸を授法 (5昼夜) L..乾燥j後糸の重量変化と F(玲

値を判定することによ。て吸着の大きさを拘べた。 ι 

~ 

F(玲値を計算するための分光比反射率いも 422 n m) の測定は目立パベ~，

Yエルマ-1 39形分光光造光R主計によ 9 たu (Fig1..，Fig6) 

(2) P H別吸普

PH九七九 1o.. 1 3の 0.1%So1n. i/ャ!lYパ f色素を調製し，これ

に綿糸を浸主主;し (5昼夜).乾燥後に草量変犯と F (R)を書官べた。 (Fig2.F1g7) 

(3) 時間別吸着

O. 1唖Solnyャリ yパイ色素を調製し. 1分， 1 0 ~分. 1 0日分. 1. 0 0 0分，

1 O.日日日分の時腿別に絹糸を浅漬L..乾燥後重量変化と F (R)値を調べた。

(Fig3. Fig8) 

(4) i/ャリ Yパイ色素濃度別，石灰濃度別，硫酸第 1鉄濃度別吸着。

それぞれ 0.01%. 日1%. 1 %の証書度の溶液を調製し紛糸を下記の工程で処理し，

v~9Yパf色素 S 01 n浸演後と硫酸第 1鉄処理後に霊盤変化と F (R)値を調べ

た。

処理工稜

Vャ !J:Yパイ色素 Soln(5昼夜)→石灰 Soln(2 日分〕→硫酸白i~; 1鉄s0 1 n 

( 2 0.分〉

2-2 i/ャリシバイタシニシ 'i!ャ9;:/バイ色紫の混合比別吸着

組合比

V ャリ γAイタソニγ

濃度目 o1唖. 0: 0 3仇0.0.5%. 0..1%. 日3%.

温度 20'c.1o.日℃

浴比 5 0倍
/ 

処理工程 Uャ !)yパイタシニy.vャリシパイ色素混合液〈5Ei夜〕→o..3 % 

石灰 Soln(2-日分〉→ 1%硫酸第 1吠 (2'0分〉

-58ー

j 



、、可てヘ/ 

J 

ーへ~ -

、
、ょ「

混合被に浸街後と硫酸第 1鉄処丑J1後の絹糸の重量変化と F (R)値を

調べた。 (Fi g 4， 5， -9， 1の

2-3 i/ャリ yパイタ Yニシ染色糸，i/ャリ γパイ色素染色糸への金属の吸器

5 結

3-1 

(均

(3) 

(4) 

(司

3-2 

( 1) 

果

金属塩の産数:Ca (OlU2・ B"(OHI<l ，~Fe80.会 -71混じ E込，e.. (8血 J

12H20. KCr (80.0・ 12H 2.(). 8ω.IC ・晶弘 ~6 .}立20

金属塩の畿皮:日日 o1 M， Q.O 1 M. 0.1 M 

O. 1両日。 lnvャ9'"パイタ Yニ'''0，1%801n i/ャリシパイ色素で染

色した糸を上記金属訟の濃度で処理し，その重溢設化と F (R) j置を拘べ1た。

(Fig11， 12) 

Vャ9'"バイ色素の絹糸への吸者

五/ャ 9:1'バイ色薬品高度の大きい程吸着は大きい。

Fh7以下と PHl日以上とは吸着に蒋るしい差がありトア州川では吸替がきわ

めて4、さい。

~時間による吸着の差は認められない。

温度の主主きょうは大して認められない。

i/ャリ Yパイ色紫畿l(，石灰模皮，硫酸第 1鉄濃度を岡崎に変化させた段着ではいづ

れも自主/Jtの高いほど吸着は大きい。

Vャ9:yパイタシニY とv-¥'9 :1'バイ色素の混合比別扱替

Vャリ Yバイタ Yニシの割合が大きいほど吸着は大きい。

{母 棋!ftiJi高いほうが吸替は大きい。

(司温度が高いほうが吸着は大きい。

3';_ 3 金総塩~IJの吸器

B a (0 H)2 • C a (0 H)2 の絹糸への吸着が他の金腕塩にくらべてきわだ

。て大さし次いで吐酒石が大きい。

4 考 察

以上の結果をさらに要約すると Vャリ Yパイ色素溶液，i/ャ 9"パイタシニYとVャ9:1'

J、イ色索混合液は，ともに濃度の大きさ. PH，媒染剤ないしは間着剤としての金属患が重

要な役割を来たすものと考えられる。

ここで注忠しなければならないととは.i/ャ 9'"バイヲ Yニ:1'， i/ャ9:yバイ色来そのも

のの綿糸への吸器(平街吠普議ともいうべきもの〉が小きいことである。

これは当産地で説在行なわれている染色法，すなわち「νャ9シパイ染被を 4日-60回

更新して，糸のもみこみ染色をくり返し，その途中に数回の石灰液処理と泥染をくり返して

染色を完了するといヨ方法からも推定されるととであるがJ V-¥， 9 yパイ液自体の染普の小

さいこととなョて泥らわれている。」と考えられる。
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Uャ 9~パイ染色の改善，合理化を考える場合，まず染被の更新回数を減少することが目標

の第 1になる。

できうるととなら t浴で染色を完了したいのであるが，そのためには染被濃度を高めると

と. P Hを世主性側におさえること，適切な媒染剤を選定することが考慮きれなければならない

い。

(表 1) 志ノャ 9::，...パイ色素，石灰，硫酸第 1鉄浪度別吸着試験結巣

項目|鉄 塩 石 灰| 2 0・c 1 0 0・c
j揖 度 按 度|口口 1世 0.1% % 0.0 1'~届 O. ， % 1 

0.0 1 % 日日 6% 日.02 2.56 1.7 5 1. 3 8 0.6 7 

重 0.0 1 % O. 1 a 2.73 且73 2. 5 5 1.21 2.5 2 1.3 1 

11 1. 1 9 1.69 3.26 2.40 2.1 9 1.5 9 

量 O.日 111 2. 5 5 2.5 4 5.1 7 4.34 5.5 7 -7.4日

0.1唖 O. 1 11 2.39 2.44 5.2日 3.7 1 3.99 3.22 
変

2.80 4.26 1 1陣 3. 1 5 6.1日 4.3 4 555 2 

イじ
日日 111 10.52 6.9 8 1 1.14 10.78 9. 1 4 6. 7 

1 噛 日1 l' 8.95 6.92 8.9 2 1且65 7.8 5 5. 7 9 

1 j脚 8.49 7.87 11.4 8 12.02 8.7 2 6.7 8 

日日 1II 0.3 5 日57 1.2 0 0.45 0.64 1.1 8 

E口1% O. 1 II 1.75 1.6 0 2.2 1 1.2 2 1.49 2.39 
F(B) 

II 1.93 2. 1 3 2.52 1.90 2.1 9 2.64 

f直 O.011( 0: 55 0.5 1 1. 1 0 0.42 0.6 2 1. 1 9 

の 日 1% 日1 II 0.48 O. 2日 2.9 1 2.3 4 2.03 2.5 4 

変
" 3.41 4.05 4.9 3 3. 1 3 3.2.3 4.0 5 

イじ 0.01/1 0.32 0.3 8 1.07 0.4 1 0.3 7 1. 0 5 、
1 % O. 1 II 3.2 3 2.4 1 3.6 4 2.03 2.3 9 3.4 t1 

II 5.45 5.98 5.4512.39 4.9 3 5.29 

注:F (R)他は 42 2.2 nmの分光反射率から計算した。
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/ (表 2) i/ャリ Yパイタシニy ・v..，.!JY....，イ色素混合比別吸器試験結果 (F(R)値〉

項目 i滋 & 品是度 U ; 10 1 ; 9 2;8 3 ; 7 4;6 5:5 6;4 7;3 8;2 9 : 1 

0.0清1 日.18 0.18 0.18 日25 且21 0.30 0.15 0.21 0.34 0.3日

日日 5 0.12 0;27 日18 0.4 7 0.43 0.45 且33 .0.28 且54 0.57 
J 

混 20・c 0.05 目玉 1 0.28 且4日 日.42 0.42 0.48 0.71 0.73 0.82 0.74 
メロ弘、

0.1 0.49 0.37 0.48 0.57 0.82 0.77 0.71 日日2 0.77 且?ミ

液
0.3 0.49 0.62 日87 0.91 1.04 1日5 1.1 3 1.27 1.05 且99

設
日.5 0.68 1.13 1.38 1.58 

T責
1]0 1.7日 1.70 1.87 1.66 1.2日

後〉
日日 1 0.1 1 日.13 0.15 0.16 0.24 日14 0.24 0.39 0.28 日日?

の 0.03 0.34 日30 0.4日 0:46 日.6日 日4，1 0.72 0.51 日.41 0.72 

側 1 0日℃ 0.05 日23 0.27 0.44 0.54 0.43 日59 0.57 日55 1.05 1.日 4

定 0.1 0.59 0.42 0.93 且50 0.50 2.03 1.2日 1.29 1.62 2.64 

0.3 0.72 0.87 1.2日 1.25 1.4 9 2.03 1.46 2.37 2.03 4.05 

日5 1.25 1.38 2.21 2.41 2.1 7 3.06 3.06 2.91 4.05 4.05 

日日 1 3.41 五60 3.81 3.95 4日5 4.31 3.61 1.49 2.41 4.05 

0.03 3.23 3.81 2.91 3.81 4.6日 4.15 2.64 3.60 4.93 4.48 

硫 20・c 0.05 4.3寸 4.05 4日5 4.31 4.60 4.60 5.29 3.95 4.60 5.29 

酸
且1 3.41 

第
3.23 五23 3.81 3.23 5.29 5.29 5空8 6.18 6.73 

一 0.3 3.81 4.60 3.60 3.81 5.29 5.70 6.18 7.36 8.12 8.12 

鉄 0.5 4.05 4.05 4.60 4.93 6.73 7，36 7.36 8.12 9.03 8.12 

処
0.01 4.05 4.15 4.05 4.48 

l 斑
4.60 4.60 4.31 4.93 4.31 3.52 

後 且03 1.95 3.81 2.91 4.6日 5.141 5.29 5.29 5.14 4.60 4.93 

の 100・c 0.05 4.05 4.05 4.48 4.6日 4.73 4日5 4.93 4.48 5.29 6.18 

測
日1 3.6日 4.31 4.6日 4日5

定
3.16 5.29 5.29 5.29 6.18 7，1日

0.3 4.05 5.29 5.29 5.29 5.29 6.18 5.7日 7.36 7.36 9.03 

0.5 5.45 5.7 0 5.98 6.18 6.73 6.7 3 7.3ι 8.64 8.64 0.39 

/ 
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Vャリンパイ色誌の濃度別~ti-Fig 
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Vャ !)yバイタシニシ・乙ノャリシパイ色素染色糸への

金属の吸着(金属品品IltO. 1 M) 
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1<'1g 12 Vャ 3シバイタンニン .Vャ 9>'パイ色議染色糸への

金属の吸着(金属設度 0.1 M) 

% 

1 5 

1 0 

5 

oca(OW Ba 〔占 FeS句 74均 o KA.t (8'1l， ).z匂 Sb.O・iロム%炉。
Kc，. (804，).z 12喝。
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1. 自~的

; 

、

泥染の検査法に関する試験

研究員赤塚嘉克

工業技師 押川文陵

色大島紬生産の増大に比較して，泥染紬は伸びなやみの現状であるが，大島紬 ROち泥染

というイメージはまだ線強いものがある。

との重要な泥染を判別することは容易でないのでその後査法に闘する試験を行な，た。

2 桜喪

。 試料糸(布}が泥染であるか

。 試料糸が下染しであるか

。 泥染の同数の多少

の5点を判別することを重点に下記の試験をおこなーた。

2-1 泥染糸の金属の溶解法

常法で染色したがャ 9>'パイ泥染色の試料糸 0.5~からの金属の溶解を調べた。

2-2 

( 1) 

(2) 

(劫

(吋

(5) 

( 6) 

( 1) 

(2) 

(3) 

( 4) {。
( 6) 

溶解試薬としてはH2匂 04とHC.e.を用い次のように処理した。

強 塩 畿 (35%) 100meに溶解

1日倍稀釈塩酸 (3.5%) /1 

1 0日倍 . (且 35%) 0 

1 %修酸

O. 1冊 H

0.01%0 

溶解状況

試料糸まで完全に溶解した。

ほほ完全に溶解した。

溶解は不完全であ 9 た。

ほほ完全に栴解した。

溶解は不完全であ。た。

溶解は不完全であずた。.

H 

1医

/1 

， J 

以上の溶解状況から 10倍稀釈 (3.5%)塩産主主 1%修酸が試料糸からの金属溶解試

薬として適当であると認めた。

-.7(t-

戸、、
礎
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守一戸戸司-、

下 、

-〆

2-3 泥主L咽数別，下染別の判別

試料

( 1) 下染なl-1日l泥染防 Fa s七 Red' 3B下染 1岡泥染

(2) . 2回 ， (lQ¥ 

(3) 11 3民I H (1事

(司. 4回-， (1事

， 
H 

』幅

Z問 H

5矧 '

4回 H

{司 あい下染 1回泥主主制 Sirius Faa:色 Blue 3GL下染 1回泥染

(6) 11 2回， . (1.p H ' 2図 H

{乃 11 3回.(1~ • 3回 g

(8) 11 4回.(lCJ • 4回 9

上記 16コの試料糸から 3，5% Jiii酸. 1倒産駐を用いて金属を溶解させ，橋被の色

の磁波ととの熔放に IN'K4 F e (CN)，; を加えたときの主主色の鍵談，金属溶解

後の試料糸の状態を説接した。 l

寸

結果は次のとおりである。
、 1

0 金脳溶解後の溶i被の施主草巨l数別による繰淡の差は砲厳よりも修訟の方が大きい。

。 K~ F e (0 N)S による呈色反応による色の議談の差は判別し難い。

。金属溶解後の試料糸から下染の有無は容易に判別できるが泥染回数の多少の判別

は困難である。

2-4 ALイオ y定性

K(¥ Fe(口N)S による呈色反応(宵色〉によ 9 てFeイオ Yの存在は容易に

確認できるが，泥染糸にはALイオyもかなり包含されていると考えられるので，

とれの簡単な検出法を検討した。 、

( 1) 先づ泥染試料糸から修駿と塩酸を用いて金属を溶解させ， とれから Feイオ Y

とALイオ Yの分離を試みたがうーま4いかなか。た。これは金属と同時iこポから溶解

した有機物の障害によるものと考えられる。

(2)次に このような有織物による障害を除くため，試料糸を灼熱して灰分を得，この

灰分を4塩酸に溶解してから NaOHの槌爆溶液によって Feイオ YとALイオ Yを分

離し. ALイオYは NH4口4 の共存下において NH40Hを滴下し，湯浴上で加温

することによ 9 て白色綿状枕でんとして得ることができた。

5 考察

以上の試験結果から次のように考えることができる。

f 

( 1) 泥染検査訟の第 1白出発点として試料の大きさ(重さ〉を一定し，正確に符取るこ

とが望ましい。

( 2) 試料の大きさは試験智，ビーカー等のほ扱い器具から考えて 0，2 If程度が越当であ

る。

-7~-



1画修肢を用いて下染の存否を容易に判断できる。

F eイオyの存在は 1{4F. (ON)6を用いて容易に校出できる。

泥染の同数耳目と修厳による溶解被の色の被告主

)

j

l

 

z一
ι
司

1

1

(

 
あるいはとれにNa.OHを加えたとき

の枕でんの多少は，一応対応するといえるけれども正確ではないのでこれによラ℃泥

染の回数を断定することは鴎難である。

泥染の証としてはF.イオンの存在と共にA.tイオyp存在を俄認するととが望まし

いがA.tイオy検出はF.イオ yの検出にくらべて手数がかかる。

泥染検査を実際にRiJしたものとするには，検査の方法が簡単であるととが望まれる。。

正確を期するという要訪と矛盾しないようにするためには，少くとも Fe 

(ぬ

し由通し

(7) .， 

、. 
-'、

J ヤ

~ 

~~ 
，一、『、

イオ Y"A.f.，イオ Yについての検出を行なう必要がある。

大島紬の樹指加工に関する研究

寛

海

嘉

勝

塚赤

仁

員究研

科工業技師

降文/11 抑工業技師

子正吉工業技師

古J目1. 

は，水効果を与主，織物の品質向上をは繊維に樹脂加工をほどこすことによ 9 て，防汚.

ーカ通る。

--~ 要2 概

ニぇペ.V'.，.JV，.Aコ，チガードバラジ，トM樹脂剤

供試 絹 糸

2-・
4 0 !f付絹糸

処 理 方 法

パラi/~ ト Mスベ y i/ ャル

20倍

2-2 

2-3 

Soln 2¥1i )
 

1
 

(
 2日分Padding 浴比

nlp 2 2 dlp 

l

i

 

一h
pu
 

k
 

O
 

L
 

P
 

81i'-100周

7日'c 5分
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(均スコ vチガード

糸が湿糊するまでスプレー法で処悲した。

たて糸の仕上げのりにはピニライト耳目玉.5%Solnを使用した。

製線条件

たて糸密度:1 5，5 よみ 1元ごし式

地たて糸:666本

餅 た て 糸 576本

棋 椋:十の字緋〈隷白〉

総り順序は次のとおり

tF処理

おL-- 2 m 

スコ，チ封-f' 
織
り
お
わ
り

e 、
，一、。

へ
)、くf

( 

，-: 

2-4 

2-5 

2-6 製織能率 豊田織の難易を調べるため製織時聞を測定した。

3.結果

はっ水民_. トータルハンドならびに製織能率を測定した結果は次のとおりであ 9た。

樹 自旨 剤 はっ水度 トー:YJレ-"'-'ド 製織時間

未 処 理 。 7 7 9- 786分Vm
""__ -ー

|…ト M;::t."'::'v;.-")レ 5口 8 8 826 

「句ーやー スコ，チガード 7 0 7 6 70日

(u)は。水皮はスプVーテスター. トータJ///、γ ドはハY ドルオメーターに

より測定

4.考察

繊維に樹脂加工をほどζすことによ。て，防汚.は。水効果を与えることを期待したカL

若るし〈倣れた効果はでなか，た。スコ，チガードがこの中では良好であり，肱つ水位， ト

ータノレハ Y ド，餅製綿t調製時間ともよいが，完全なは叫水効果は得られていない。

とれは紘維の段階で処息するのははた鵠け直前のたて糸のり付けによーて，その効果がお

さえられるためではないかと考えられる。

完全なはー水効果を侮るためには，糸の段階よりも給、物の段階で処理するほうがより俊れた

効果が得られるものとJ思われる。とれは柔軟効果，防しわ効果等が糸の段階の処理で相当の

-]3-



効果があるのと較べて異なる点であった。

絹糸のかさ高加工花関する研究

寛
海
今
臨

官

由

勝

文

塚

科

川

赤

仁

抑

員

師

師

Z
技

技

;

業

業

研

工

工

1 目的

大島紬の大多数を占める色紬は 40it-45it付 (12 6-1 8 9デユーJけという大デ 、

ニーノレ糸を使うため，その鼠感は当然花染糸と巡っているo 色紬のごわごわした触感は数年 、
前から問訟とな。ているので， ζの伽決法として，本年ll:は樹脂モノマーをi直接絹糸と反応

させるグラフト嘉合によるかさ高加工を試みた。

2. 概要

2-1 処理浴の調製

( 1) ラ1.セ..l:S(乳化されたモノ:マー市販品〉

(2) MMA (.;'タアク 9)レ敢j チル) 5 0 itをオリノーノレ 5itで乳化

(3) MMA50itをエマミ YE727 5itで乳化

(4) スチレY50it在オ 9/ーノレ 5itで乳化

(5) 只チレ "'50itをエマミシ E727 5itで乳化

濃度 20唖， 40冊， 6 0函， 80%， 100冊. 0， W， f 

浴比 1 5日〈との場合絹糸 1it裕 5日me)

ギ誌をを 2%O，W， f添加して酸性にたもち，反応品目始刻として巡硫段7"';f:'"2% 

格、-A
 

司

(対モノマー)を加える。

2-2 操作

三角プラズコに上記のとおり銅製した処遜浴を移し，とれに絹糸を授演し昇温す

る。日 0・Cで 50-6日分反応を行ない，ときどき撹持する。反応終了後水洗する。

2-3 測定項目

加工効果を調べるために重員増加， ト-?Jレハ Y ド(ノ、 y ドルオ.J-?一法)， 

剛軟皮(ハ+トループ法)，強{申皮を測定した。 (Fig1，2， 3， Table 1，) 

3.考察

モノマーあるいは市販の乳化さ科たモノマーを用いて絹糸ヘグラフト霊合させ，かさ高効

果をあげることを検討したが， 20吾-4日両のかき高は容易に達成されるととがわか。た。

オリノールで乳化したスチ !/Yは8日冊近くの重壁土曽加を与える。

-7.4-
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手触り，柔かき，糸の強さ等も著るしい重量増加の糸を除けばほほ妥当な数値と考えられる。

従来知られている7Yニシ増量，錫増量に比較して伯j単な方法で線以外の白絹糸あるいは

色糸に応用できるのがこの方法の大きな特長といえる。

これからさらに反応温度，反応速度，触媒(反応開始占ii./)， P H，界面活性剤(乳化剤)

等についての広汎な検討を加え，安定した技術が磁立されるとかさ高加工としては有力な方
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訟になるものと剃待される。
80 

グラフト重合による絹糸の室主主の増加

Eライトセ 9 トB

MMA;i'9Jーノレ

MMAエマミ "E727

オ日ノーノレ

エマミ YE727 

s t 
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重
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60 

5日

エ〆
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f 旬、

増
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度
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Fig 2 グラフト重合によるトータノ川、 y ドの変化

1 ライトセ，ト S

2 MMAオ9/-1レ

3 MMA'"マミシE727

4 s色オ9/-1レ
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，、

.‘ 

y 

4 

'JO， 

5 

2 
， 

，，，，，， 

f
f
/
/
 

/
 

I
l
l
l
 

/4  

/ 

d 

F 、、喝、.

-， 

.~ノ

------τプー5

--i-(未処理) '/  

~ --ーーーーーー_- -弓-- -ーーーーーー ー_-__:;::;..___..".-:-;0.・一一'ーー一一ーマ一一

日

モノマー 濃度

20 100冊。W-f
4日 60

-71r 
80 



グラフト重合による附軟伎の変化

ライトセヲト S

MMA才リノーJレ

MMAエマミ YE727

s t オ3ノール

s もエマ~:V E727
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目
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島
文
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(Tablo 1 ) モノマー温 度 と 強 仲 皮 の 変 化

そ ノ マー鍾類 漣 度 強 度 {申

未 処 理 5 7 6 IJ 1 6.6 % 

20再 o.w.f 56 8 18.4 

4口 /1 538 1 6.8 

ライセ，ト 自 60 H 5 27 1 7.0 、
80 N 553 1 7.4 

100 H 642 1 9: 0 

20 N 5 3 e 16.2 

40 /1 522 1 7.2 

日 MA オ9/-;レ 60 H 551 1 6.8 

8 0 " 494 1 5.8 
、

100 11 524 16.4 

2 0 /1 489 1 5.6 

4 0 /1 489 1 5.6 

MMAエマνγE727 6口 u 5日日 1 4.2 
< 

80 /1 503 1 4.0 

-悟 1 0日 • 564 1 5日

2日 /1 479 1 6.4 

4日 11、 518 1 7.2 

B色 . オリノール 6 0 h 574 16.8 

8 0 j帳 439 1 3.0 

100 /1 503 1 6.0 
ト一一

2 0 /1 525 1 7.0 

4 0 /1 544 15.6 

白色・エマミ y j37 27' 6 0 n 4 23 1 3.日

1
8日 H 466 1 4.6 

1日日 /1 5日日 1 5.8 
4・
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染色廃液 K関する調査
} 

/ 

研 究 員

工業銭師

工業技師

寛

海

隆

義

勝

文

塚

科

川

赤

仁

押

1.白 的

主白色挺液処理の方法ーを見出すための予備調査を行なうロ

~一冊司ノ

厄Z多/

2 紙袋 φ

名瀬市内において，染色廃放が投出されているとみられる新川と海辺から 10カ所(別紙

略凶)を謡び，採水し水温，水深. PH，透過率，会図形物を調べた。

入 l

結集は下表のとおりであ，た。

染色廃水に闘する調査表 (44， 12， 18) 

-， ~

J 

， 
透過率%保収個所 採 水 時 刻 7]<. 温 水 曹長 PH 
at 422n血

全凶1静物 PPm

1 1 0時 34分 1 6.C 1 OCVl 7. '1 9 9.4 1 1 3.8 

午
z 1 0 3 2 1 8 6 6.8 9 5.7 242日

5 1 0 2 8 1 8 20 も9 9 6.2 1 34.3 
4 1 0 2 4 1 8 1 5 6.9 99.2 1 4 0.0 
5 1 O. 1 6 1 8 '1 0 6. 7 9 4.4 2 69. 1 ' 
6 1 O. 1 0 1 8 1 5 6.8 守 7.6 21 1.3 
7 1 口町 自日 20.5 200 7.9 9 5.8 32，1-11.1 
8 1 4 7 2 0.5 80 7.8 98.3 1 5， 3 9且5

前 ? ? 3 B 1 6 1 0 7.3 97.6 26 5.9 
1日 9. 28 2 O. 5 40 8日 9 1.2 2 1，3 3 1. 6 

3. 3 0 1 6 1 0 6.8 9 7.4 1 0 2.4 
2 3. 25 1 9 1 0 6. 7 9 5.6 158.7 

午 5 3. 2日 1 9 1日 6.8 9 4.1 1 5 3.7 

4 五 1 6 1 8 2 0 6.2 9 6. 4 1 20日

5 五 1 2 1 9 1 0 6. 5 9 2.6 3 1 5.8 

6 3. 日5 2 0 5 0 6. B 9 '8. 6 12，987.4 
7 2 5 9 2 1 200 7.7 96.3 3~1;6 91. 5 

後
8 2 4 6 2 1 20日 6.9 9 2.0 Tい 4日i
? 2 4 2 2日 1 0 0 7.5 87.4 4 1，5 4 0， 

1 0 2 3 4 2 1 1 2 0 7.8 9 8.4 27，092，5 

(注〉 水深が設いため一定水深度での採取ができなかーた。

五考 察

全樹形物が午前と午後で著るしく相違する箇所があるのは糊の干満の影きょうをうける川

尻のとこるである。

新川|は平閉町の上流①を除いて 著るしく汚濁しているが，われわれの調査のときの範察

では染工場の廃棄物より}般家庭から廃棄されるとみられる下水廃水の影きょうの方が，は
/ 

るかに大きいと考えられる。
-7現ー
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一

吋

指導 な ら び tて 会令 祭

1.伝習生の養成

〆r

J 

大詰紬業界は，家内工業として発達したため，手作業による加工が多く経験と熟練伎を要す

るという点もあーて，技術者の不足老令化がι鳴とな巧ており，これに対する雄策が急務とな

うているため，将来の中堅技術者を養成し.地場産業発展，育成をはかる目的で今年度は次の

とおり tヶ年コースの伝習生を養成した。

指 導 方 法

( 1) 全員に対する各専門科一般の理論指導

ア 緋図案晶、匠法

イ 餅加工ならぴt機織法

ウ

:x. 

オ

原料糸概論

染色法一般

染調主物理化学概論

(2) 実習技術指導
l一一一ーーー「一一」ー一一一一一一
科別 技

1. 図案の棋写調製

図案科 5 色彩配色について

5 考案調製

1. 図案の見方

緋締 3. 緋糸の準備加工法

術

加工法 5. 経，綜餅の締加工法

5 6時間

5日時間

1日時間

2 0時間

2 0時間

指 導 内 容

2 下脊したE主|主主の謝製

4. 詳、題による考案調製

6 色図案の製作法

2. 経.緯緋の設計法ならびに締用綿糸の計

算

4 緋締機の組立てならびに取銀法

6 特殊餅締加工法

1 緋の箆鮮さ，ならびに摺込染色加工法

日 緋の仕上加工法

1 織機の調整と糸の取扱い l 2. 地経糸の巻き込み法

3. 経緋糸の板巻き法 4 経緋糸と地経糸の配列法

製織科 E 絞掛法および織つけ法 6 経緋糸と地経糸の強力

λ 緯餅糸，地綿糸の管場き法 B 総耕製品l法

型 経，総緋の重量級，針入れ調整法 10.その他総椴技術全般

1. 生糸の精療法 2 染料の試験染法

5 染色の盛るう度試験法 4. 総糸および耕鑓染色法

染色科 5. 色餅の抜染法 6 染料のt混合と色合せ法

ス 摺込液の調製法および抱込染法

自 Vャ!]!I'パイ染色法 1 組物染料の染色法
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(3) 伝習生修了者

科 ~U 氏 名 生年月 日 出身市町村 仇t
A戸 考|

名問正宏 S 22. 8. 7 名 瀬 市 就 戦

円|焔 事昆 S 2 5. 1 O. 2 8 • デずイ Y研修

区l 案
丸国秀和 日23. 2. E 笠 刺 町 軍昆 職

干斗
E註 淳司郎 S 2 2. 1 O. 2 2 名 掴 I打 自 営

中村 i浩典 S 1 3. 9. 2 3 ， 就 職

=井テルエ S 25. 2， 1 5 ， 
" 

品l永量治 S 1 O. 6. 2日 笠 事j 日J /1 

締 加工科
}II 口竜郎 日22. 1 2. 1 5 ./1 1限

窓川美智子 S 25， 5 20 名 前 市 u 

肥後惇子 日29 白 4. 8 /1 町

製 織 科 福永淳子 S 2 5. 6. 2 2 竜 郷 村 /1 

松 永末子 日29. 2. 1日 名 撤 市 j出

鵜 木議代 S 28. 8. 1 9 j陣

， 

2 技術指導の実施状況

市高指導内容笑施件数 説 明

機械等調整技 2件 動力整経機調整技術指導

導

技術相談によ 535件 1 凶案謝製加工技術 1 1 2件

lる指導 2. 原料糸線糸精練加工技術 32件

3. 耕締ならびに緋加工技術 25件

4 緋織物設計加工技術 54件

5. 繰返機，整経機.l!IJ力織機等取扱い法について 2 3件

6. 大島紬の汚点直しについて 160件

7. 化学染料の染色法について 7 8件

8 草木染料の染色法について 1 4件

q Vャリ y;~イ染色法について 、15件

10. 抱込染法について ?件

11 抜染法について 3件

12 樹脂加工その他 T日件

巡岡技術指主主 仁7汗 11:-~都締ならびに製織技術等巡回技術t時
( 1) 垂水地区 7日2人 1包(1 0工場)

{の鹿児烏市地区 5日2人 2回(1 0 
一一」ー
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~一一万

、-a 
d 

， 

技術指導内容き持#J空L 説 明

4日t人 1回 (33工場〉

{の徳之島地区 5日1人 1回 (25 

(5) 喜界地区 5日5人 1町(1 3 

ゆ住 用 村 4日1人 1飼い ι

(7) 柏戸両地区 2日2人 1聞( 4 

2 染色加工技術巡回技術指導
a 、、

( 1) 宇 検 村 3日1人 1回(1 j工場)

f司 竜 輯日 村 5日2人 1恒1(1 0 (( ) 

{時笠 利 町 5日2人 llHl( 9 

川瀬戸内地区 4日1人 1明 (13 ") 

(5) 徳之島地区U 5日1人、 1回(1日 11 ) 

16) 大 和 村 2日1人 1回〈 2 

計

大島紬審査等 日件 T 紬製品審査(名瀬市2回笠利町，竜郷村，宇検村各 1日n
、

2. Vャリ Yノミイ染色審査 2朋，

3. 化学染料染色の脅査 11ITl

試験ならびに 1 2件 1. 大島紬の染色竪るう度試験受託 2件

都定等受託に 2町染料の竪ろう度試験受託 2件 、ー

よる 3. 染色糸の竪るう度試験受託 8併

染色加工受託 198件 1. 化学東料による染色受託 160件

による技術指 2 草木染料による染色受託 3 5件

'導 五色餅抜染の受託 5件

図案調製加工 160件
密室語l別

大柄 中 柄 小中物 計

受託による技 1 5，5算i 5 4 1 5 5 

術指導 1 3 !事 9 1 6 B 卜10 5 

計 1145 i 6 9 1 6 0 

流行色標本配 2回 1. 秋，冬向流行色標本 2日日部

布 2 春向流行色標本 2日日部

参考色標本配 1回 水状染料染色様本 1日日部

布 ， 
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5 各種会議会合等

開催場所 i主
出 席 の 内 容

会議会合等の議題 {出 者
所担IJ 技術者 計

緋締加工技術ならびに 知 名 町
当 所 名 1 1 9名 1 2日名1 

製織技術講習会 和 泊 田J

染色加工，機織ならび
鹿児島市 民児島県 2 fI 2 0 0 fI 2 0 2 /1 

に製織技術講習会

機織加工ならびに組織 与 論 町 当 所 2 名 326名 328名

技術講習会 滋戸内 町 当 所 2 /1 2 4 2 /1 2 4 4 11 
j 

大 和 村 大 I 和 村 2 H る日 H も 1曾

字 検 村 字 検 村 2 N 1 6 0 /1 1 6 2 11 

大 和 村 大 和 村 1 11 8011 8 1 N 

住 用 村 往 用 村 2 P 271'11 2 7 311 

笠 車j 間百 司、， 所 2 m 1 9 0 11 1 9 2 11 

笠 利 日J 笠 :fiJ 町 2 ' 1 8 9 11 1 9 1 11 

竜 /郷 村 当 所 五 ， 25011 5 5 3 11 

撚糸精練加工技術講習
喜 界 町 事、 界 町 1 " 5日名 3 1 " 会

| 撚糸粕線加工技術，機
県中小企

織加工ならびに製織技 鹿児島市 3 11 1 2.5 11 1 2 8 H 
業指導所

術議官会

製紙技術講習会 字 検 村 大島紬懇話会 1 名 500名 5日1名

昭和 43年度研究発表
鹿児島市 鹿児島県 2 2日日 H 2日211 11 

会

昭和 44年度研究発表
当 所 当 所

会

大島紬加工技術競技会

餅締加工技術 鹿児島市 鹿児島県 1 名 4 1名 4 2名

t 当 所 11 1置 _2 1 11 2 2 11 

区儀雄J瓜万場開 鹿児島・市 " 1 H 2: 0 11 2 1 If 

1隆 当 l 所 11 j隠 2 1 1I 2 2 If 

製織技術 鹿児島市 11 2 11 40 fI 4.211 

11 当 所 11 2 " 2211 2 4 " 

染色加工技術 鹿児島市 N fI '1 0 11 1 1 11 

11 当 日f H 1 2 !I 

染色加工技術講習会 F竜 郷 村 当 所 1 
'ー

4日11 4 1 11 

喜一 界 町 1降 2 H 3 11 5 11 

k 

"-

、. 
k句'τ、、、、
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